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日清戦争、日露戦争を経て日本は列強国としてそ の地位を固めていっ た 。そ して第一次

世界大戦を契機に、国内の社会構造は大きな変貌を遂げた。農業に代わ っ て工業が主

要産業として台頭し、急速な経済成長の影響は教育にも波及した。

人材育成の ため に実業教育に重点が置か れるように なり、国内には多くの 実業専門学

校が誕生した 。山口県でも商業学校、工業学校が新設され、既設の 学校の 発展とあわ

せて、教育環境はさらに充実していっ た 。学生たちはそ れぞれの学び舎で、そ れぞれの

青春を謳歌した。

や が て第二次世界大戦が はじま り、戦況が悪化するに したが い 、学校は本来の機能を

果たせなくなり、学園生活は混乱を余儀なくされた。

山口市全景（大正１１年頃）



旧旧山高から引き継いだ校舎本館 

山口高等商業学校成立 

旧旧山高からの転換 

山口講堂以来約９０年間、中学校、高等中学

校、高等学校と比較的順調な歩みを続け、常に

新しい教育制度の先頭に立ってきた官立山口高

等学校（以下「旧旧山高」という）は、明治３０年代

後半に大きな転換期を迎えた。 

全国的な高等教育熱の高まりにともない、文

部省が入学制度の統一を図ったため、旧旧山

高には県外からの入学生が急増した。発足時に過半数を超えていた県内出身者は、明治

３７（1904）年には全体の２割まで落ち込み、設立の際の「県民のための高等教育機関」と
いう主旨に合わなくなった。また、学生数増加は運営費を負担していた防長教育会の財政

問題にも大きな影響を与え、さらに校舎修繕や改築などの多大な出費が見込まれたことか

ら、同会では将来計画に苦慮し、旧旧山高の国庫移管を文部省に申請した。 

一方、国内では日清戦争後の産業界の驚異的発展にともなって、各種産業に科学的知

識や技術を有する人材の供給が急務となり、実業教育振興の機運が熟していた。相次い

で各種実業学校が設立され、明治３６年には「専門学校令」が制定された。 

旧旧山高の国庫移管について紆余曲折の末、政府は実業専門学校の配置計画と大陸

に近い山口県の地理的関係とを考慮し、その校種を「高等商業学校」に変更することを明

治３７年１０月に閣議決定した。これを受けて、防長教育会では同校に属する土地、建物な

ど一切の財産を寄附し、３年間は維持費等９万５千円の寄附を確約し、協議が成立した。こ

うして旧旧山高は防長教育会の手を離れ、官立山口高等商業学校となった。 

山口高等商業学校の設立を伝える新聞記事（「防長新聞」明治３８年２月２８日） 
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東京高商 明治２０年 

神戸高商 同３５年 

山口高商 同３８年４月 

長崎高商 同３８年９月 

小樽高商 同４３年 

台北高商 大正 ８年  

名古屋高商 同 ９年  

福島・大分高商 同１０年 

彦根・和歌山・京城高商 同１１年 

横浜・高松高商 同１２年 

高岡高商 同１３年 

大連高商 昭和１６年 

官立で全国３番目 
明治３８（1905）年４月、山口高等商業学校（以下
「山口高商」という）は、東京高商、神戸高商に次いで

日本で３番目の高商として誕生した。 

同じ明治３８年誕生の長崎高商より一足早かった

わけだが、全国で３番目にできた高商ということが山

口高商生の誇りであり、名声を高らしめる大きな要因

であった。 

日露戦争も終結近く、国を挙げて戦後経営の必要

性が増す中で、この高商への転換は重要な意義を有

し、山口高商の使命も大なるものがあった。 

町を挙げての歓迎 
開校式は、明治４０年５月８日に挙行された。

５月８日は明治３８年に第１回の入学式を行っ

た日で、この日をもって開校記念日と制定し

た。防長教育会会長、山口県知事ほか１３０

余名の来賓を迎え、午後３時から式を開始。  

正門は若葉のアーチで飾られ、夜はイルミ

ネーションが校舎を浮き上がらせ、花火が打

上げられた。午後７時から、職員生徒に来賓

を加え、高商の二文字

を描いた提灯を手に４

時間に及ぶ市内行列

を行った。一時は廃校

の危機に直面した旧

旧山高が、一転して高

商という時代の花形に

生まれ変わったことで、

地元の喜びもひとしお

だった。 

官立高等商業学校と設立年 

開校式記念撮影 

文部大臣の祝辞（抜粋） 
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目指すは実業教育 

４カ条の教育方針 
開校式の式辞で、松本源太郎初代校長は山口高商の教育方針を述べている。 

第一 高等商業学校トシテノ本校ハ徒ラニ深遠ナル空理ニ馳セス実際ニ重キヲ置クヘシコト  

第二 成ルヘク少年ノ中ニ高等商業ノ教育ヲ了ヘ実業ニ就カシムヘシコト 

第三 本校ノ卒業生ハ成ルヘク満韓地方ノ実業ニ従事セシムル目的ヲ以テ教育スルコト 

第四 徳育ニ重キヲ置クコト 

このうち、第１と第３の項目が注目される。日露戦争後に予想された 

「満韓経営」の重要化と人材養成の必要から、「満韓」に直近の山口に 

高商を設置し、時代の要請に応えようとした国策が見て取れる。 

大学予科から専門学校へと大きく舵を切った山口高商は、ビジネス・ 

リーダー養成に向けて体制を整えることとなった。 

特徴的な授業科目 
明治３８（1905）年２月２７日、「山口高等商業学校規程」が定められ、授業科目が決定し
た。高等学校時代と比較すると、教育方針の変革は一目瞭然である。 

旧旧山高 

（明治３３年） 

各部共通 倫理、国語、英語、ドイツ語、ラテン語、数学、物理、体操 

第１部 法・文 歴史、論理及心理、法学通論、経済通論 

第２部 工・理・農 化学、動物及植物、地質及鉱物、図画、測量 

第３部 医 化学、動物及植物 

山口高商（明治３８年）

倫理、書法及商業文、応用物理学、英語、商業算術、 

商業地理、簿記、応用化学及商品学、経済学、 

民法商法、商業学・商業実習、第二外国語、体操 

実践室 
山口高商は他の高商に先駆けて 
タイプライターを導入した 

松本源太郎校長 
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第１回目生徒募集の広告 
（「防長新聞」明治３８年３月４日）

横地石太郎教授 
後に第３代校長となった 

教員の任免異動 

山口高商への転換により、授業科目は大幅

に変更されるとともに、生徒定員が５００名から

３００名に減少した結果、教授定員も半数に減

り、教員の更迭という事態となった。 

 松本校長は、防長教育会からの資金援助を

願い、明治３９（1906）年７月限りをもって退官
する大学予科教員には各人の俸給１年分に

相当する酬謝金を支払う一方、商業科教員の任命に奔走した。最終的に旧旧山高からの

残留教員は、横地石太郎教授ただ一人だった。 

高商発進！ 
明治３８年２月、「山口高等商業学校

規程」に続いて同規則が制定された。 

第１回目の入学試験は４月１０日～１４日に文部省及び

山口高商本校を会場として実施された。募集人員１００名に

対して応募者２５０名、このうち１０１名が入学し、明治３８年

５月８日、入学式が挙行された。 

年 次 学校長 教授 助教授 書記 備     考 

明３５.３.２７ １ ２０ ３ ６ 旧旧山高時代（大学予科） 

３９.３.３０ １ １８ ３ ６ 大学予科３年生＋山口高商１年生 

３９.７.１２ １ １０ ３ ６ ７月３日、大学予科最終卒業 

山口高商１、２年生 

４２.４.６ １ １５ ５ ６ 清国留学生部特設 

４４.３.３１ １ １６ ７ ６ ４５年１月より生徒定員３６０人に増加 

教職員定員の変遷（年次は文部省直轄諸学校職員定員令改正年による） 

当時の小学校教員初任給 

約２ヶ月分に当たるよ 

教官室 

開校時帽章 

■修業年限 ３年 

■生徒定員 ３００人 

■授業料  年額２５円 

■入学資格 

品行方正で年齢１７歳以上の男子のうち、中学校等 

卒業者で入学試験及び体格検査合格者
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実業教育のための設備充実 

山口高商では、実業教育を実践するにあたり、商業・経済・法律関係の専門書や商品学

の標本等を充実する必要が生じた。このための資金は、防長教育会が高商への転換の際

の文部大臣との取り決めに基づいて、臨時費２万円を寄附した中から充当された。 

さらに、図書増加にともなう書庫の増築、商品陳列所及び商品学講義室の設置など、建

物の増改築も必要となり、これもまた防長教育会からの寄附金に負うところが大きかった。 

図書館

経済学部東亜経済研究所書庫に 

保存されている当時の図書 

当時は海外留学する教官に現金を

持たせ、洋書を購入していた。昭和に

なると卒業生等同窓会関連からの寄

贈が急増した。 

蔵書数の増加

（『山口高等商業学校沿革史』より数字を基に作成） 

図書館書庫外観 

図書館閲覧室 

山口高商の蔵書印 
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商品陳列室 

商品学の関連設備を整えるため、旧旧山高時代の理化学教室を商品学講義室（121.5

坪）と商品陳列室（111.5 坪）に改造した。商品学担当の横地教授が中心となって商品の収

集が促進され、大正４（1915）年末には寄贈分も含めて 6,629 点（時価 13,244 円余）の商品
標本を揃えることができた。図書の場合と同様に、教官出張の際に商品を購入したり、生徒

に対しても旅行で採集した商品や自家の商工見本を寄贈して欲しいと呼びかけ、収集に尽

力した。 

現在の商品資料館 

商品標本は現在も商品資料館に継承されている 

右の黒い建物は東亜経済研究所 

当時の商品陳列室 
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臨海学校の様子

満韓経営を担う人材養成 
大正４（1915）年、日本は中国に二十一カ条の要求を突き付け、中国との経済関係は重
要性を増し、中国事情に精通した実業家の育成が重視されることとなった。山口高商創設

当初に掲げていた「満韓経営」の地域は支那(中国)へと拡大される。 

支那貿易科の新設

時局に呼応して、大正５年４月に高商卒業

者及びこれと同等の学力を有する者を入学

資格者とする修業年限１年の支那貿易講習

科(大正７年に支那貿易科に改称)を新設し、

対支商業に必須な知識を習得させた。 

支那貿易科は昭和１４（1939）年には東亜
経済研究科と改められ、授業時間の大部分

を支那関係の授業が占め、昭和２３年まで続

いた。 

貿易別科の新設

昭和４年には、世界恐慌を背景として、支那だ

けでなく南アジア・南米の市場開拓が緊急である

とし、中学校卒業生及びこれと同等以上の学力を

有すると認められる者を入学資格者とする修業

年限１年の貿易別科が新設された。授業科目は、

支那語週１０時間、馬来（マレー）語２時間を始め

として支那・南洋経済事情など実践的科目を配し

た。 

修業年限が１年と短いため、夏季休暇を利用して室積などの海岸で臨海学校を設けて

特訓し、中国及び南洋貿易の第一線で活躍する人材の育成を目指した。 

支那科の新設

昭和８年には、満州事変の勃発にともない、支那・満蒙で活躍できる人材を養成する目

的で、学内予算で本科に支那語専修班（１学級）を新設した。その後、昭和１４年に１学級

増設と定員増が認められ、２学級の支那科を設立。本科は第１部と第２部（支那科）に分け

られた。支那科の授業は、総時間数の４割を東亜関係の文化、社会、経済、財政、金融論

などにあてたもので時局色の濃い学科であった。 

必須科目 
授業時

間(週) 
選択科目 

授業時

間（週） 

支那経済事情 ７ 英語 ２ 

日支経済関係 ２ 近世外交史 １ 

支那最近社会事情 ２ 農業大意 １ 

支那最近史 １ 
（選択科目より、１～２

科目を選択する） 

支那貿易科の 

学科課程 

（大正７年）

植民政策 １ 

国際法 ２ 

英語 ３ 

支那語（中国語） ８ 
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東亜経済研究 創刊号 

山口高商といえば「東亜経済研

究」といわれるほどだった 

国・地域 冊数 割合 国・地域 冊数 割合 

日本 3361 30.9% ロシア 237 2.2% 

植民地 997 9.2% 欧州 457 4.2% 

満蒙 2003 18.4% 北米諸国 172 1.6% 

支那 2458 22.6% 中南米諸国 142 1.3% 

ｲﾝﾄﾞ・南洋 293 2.7% 豪州・アフリカ 51 0.5% 

東アジア小計 9112 83.7% 国際・世界 437 4.0% 

 その他 282 2.6% 

東亜経済研究所所蔵図書資料 内訳 (昭和１３年)

所蔵している資料の８割が東アジア関連の資料だった 

  鷲尾健治校長  

東亜経済研究会
支那貿易講習科の設置にともない、山口高商の東亜経済

志向は「実際ニ重キヲ置ク」ばかりでなく、教育機関としての

側面にも重点を置き始めた。大正６（1917）年に東亜経済研

究会が設立され、研究資料の収集、研究会、会報と叢書の

発刊、講演会の開催などを行った。同年５月、機関誌「東亜

経済研究」を創刊。昭和２０（1945）年の高商創立４０周年記
念号で戦前における刊行は終わったが、その間２９年の発行

は１１５冊、掲載論文９１９篇に上る。（その後は昭和３２年に

復刊し現在に至っている。）執筆者は山口高商教授陣、帝国

大学教授、満鉄調査部職員などで、当時の大学を含め時流

を代表する最高水準を保持していた。 

夏季には、東京や大阪で学界の権威や財界の首脳を講師

とした東亜事情講習会を開催するなど、活発な活動を展開した。 

東亜経済研究所の設立 
当時盛んだった大学昇格運動に関連して、商業・経済資料の

収集・整理・調査を目的とする調査部が大正１０年に設置された。

昭和元年に調査課となり、「東亜経済研究」、「山口商学雑誌」の

編集、刊行業務を担当した。また、図書資料についても管掌した。

その後、鷲尾校長が本校内の公設調査機関設立を提唱し、昭和

８年に調査課は「東亜経済研究所」となった。当時の実業専門学

校における最初の研究所設立である。 

東亜経済研究所は東亜経済研究会と一体となって活動を展開

し、「東亜経済展覧会」の開催、「支那経済年報」の刊行も行った。研究所の収集した図書

資料の種類は次第に増加し、東

亜経済に関する文献資料センタ

ーの役割を果たすようになって

いった。 

しかし、昭和２１年に進駐軍に

よる資料の接収を受け、これを

きっかけに東亜経済研究所は閉

鎖された。 
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外国語の授業風景

英語・朝鮮語・支那語・ドイツ語には外国人教師が配されていた

学生数の推移

（『山口大学三十年史』より） 

学生定員の増加 

山口高商への転換時の生徒総定員は３００名

であったが、明治４５（1912）年に３６０名、大正
６（1917）年に４８０名へと増加していく。昭和４
（1929）年、神戸商科大学が新設され、商大が
予科、専門部を置かないために神戸高商の定

員を山口、長崎、小樽、名古屋の４高商に配分

することとなり、総定員数は６６０名となった。

さらに昭和１４年の支那科新設によって８４０

名へと増大した。 

外国語の重視 

山口高商は外国語を重

視した。明治４０年の学科

課程では毎週授業時間３５

時間のうち英語が１０時間、

第二外国語が３時間、合

計１３時間と外国語の授業

が３分の１を占めている。

第二外国語は設立当時は

清語・韓語から出発し、時

勢にともないドイツ語、ロシア語、フランス語、スペイン語などが導入された。 

名物 満韓修学旅行 

実業教育の趣旨に基づき、また学校の位置が商工業地から遠いという弱点を補おうと、

修学旅行の制度が設けられた。３年生は満韓地方や支那への修学旅行を実施し、１・２年

生は内地修学旅行を実施した。３年生の旅行は３０日程度の行程で、中国、朝鮮各地の商

店や工場を見学し、実業界各方面の講演を聞いた。 

外国旅行を行う実業専門学校は他に例がなく、明治４０年５月２３日から３１日間にわた

る満韓修学旅行は実に画期的なこととして注目を浴びた。カンカン帽姿での修学旅行は高

商名物となった。明治４１年には成績考査の細目中に修学旅行という一章を設け、旅行報

告書もしくは論文を提出させ、評点を試験点に加えた。

しかし、山口高商の修学旅行は大正１２年で終わりを告げた。後年、旧制山口高等学校

なども大陸への修学旅行を実施している。
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満韓修学旅行旅程

明治４０（1907）年、５月２３日から３１日間、下関から出発し、釜山・

大邱・京城・仁川・大連・旅順・営口・千金寨炭抗・奉天・安東県・平壌・

仁川・群山・木浦・釜山をまわった(地図★)。明治４４年の第５回まで

は、この旅程が組まれた。大正元（1912）年には上海・杭州・蘇州・南

京・漢口・武昌など初めて支那本土を訪れた。

満鉄のシンボル

特急あじあ 

修学旅行時に 

利用した 

パンフレット類 

ヤマトホテル 

山口高商生徒も

宿泊したかも？

大陸の門戸

大連港 

★

★

★

★

★

★★

★★

★

★ ★

★

★

カンカン帽姿の修学旅行。 

（左上）旅順松樹山砲台にて 

（右上）旅順爾霊山にて 

（下）南京にて 

生徒撮影の写真 

（左）北京天壇公園 

（右）北京飯店 

（現存しているホテル） 
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清国留学生の教育 

日清戦争以後、清国政府は近代化を図るため、留学生を積極的に日本へ派遣した。山

口高商では、「文部省直轄学校外国人特別入学規程」に依拠し、明治４０（1907）年４月に
初めて６名の清国留学生を受け入れた。明治４１年以降は五校特約（※）に基づき、修業年

限１年の予科を特設し、予科修了後に本科に進むこととした。卒業生は、有名な銀行家・李

銘など実業界で活躍する人材が多かった。 

年次 第３学年 第２学年 第１学年 予科 合計 

明治４０年   ６  ６ 

明治４１年  ３ １ ２６ ３０ 

明治４２年 ３ １ １２ ３８ ５４ 

明治４３年 １ ９ ４２ ３４ ８６ 

明治４４年 ９ １９ ４１ ３０ ９９ 

明治４５年 ２ ４ ３  ９ 

大正 ２年 ４ １   ５ 

大正 ３年 １    １ 

ところが明治４４年５月、修学旅行先を巡り留

学生と学校の間にトラブルが発生したことや、清

国における辛亥革命勃発、中華民国成立などの

激動により大正期には留学生の数は激減した。

満州国留学生 
 中国人留学生の受け入れ再開は昭和に入っ

てからとなる。昭和７（1932）年の「満州国」成立
を機に、昭和１１年に満州人科及び同予科が設

置された。この年から留学生は満州国での学力

検査を終え、本校に推薦されることになった。日

本語が堪能な者は本科の学科を受け、そうでない者は日本語講習会受講生として予備教

育を受けた。昭和８年には留学生１８名が入学し、その数は年を追って増加し、昭和１１年

には留学生特設予科の制度が設けられた。この年の留学生総数は８３名に達し、「留日学

生会山口高商支部」が結成された。昭和１４年に山口県と留日学生会の好意により「満州

国留学生会館」として、本校内寄宿舎に接した場所に寄宿舎２棟が新築された。また、招待

晩餐会や卒業生には送別晩餐会を開き、隣邦学生との親交を深めた。 

清国留学生数（『山口高等商業学校沿革史』より）

※五校特約とは… 

1907年、日清政府間で締結した清国留

学生受入に関する協定。主な内容は

1908 年以降１５年間、毎年、日本の官

立高等教育機関５校で受け入れ、代償

として学生１名につき毎年２００～２５０

円の教育費を清国が日本に納めるとい

うもの。受入校と人数は以下のとおり。 

第一高等学校６５名 

東京高等師範学校２５名 

東京高等工業学校４０名 

山口高等商業学校２５名 

千葉医学専門学校 10 名  

入学願書及び証明書
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大学昇格運動 

昇格か廃校か 
大正７（1918）年、「大学令」の公布によって単科大学が認められるようになり、大正９年
に東京高商の大学昇格が実現した。東京・広島の両高等師範や神戸高商など５校の大学

昇格案が報じられ、長崎高商・小樽高商には専攻科設置という噂が立った。 

この動きに山口高商生も鋭く反応し、大正９年１１月２９日、４００名余の生徒が亀山公園

に結集し学生大会を開催した。「吾人は本校の昇格を期す」と決議し、「昇格か廃校か」の

スローガンの血判状に名前を連ね、旗を押し立てて上田鳳陽の墓に詣でた後、町内をねり

歩き、山口町民に訴えた。さらに実行委員１０人が決議文を携えて上京した。その後もデモ

やビラ配りを繰り返し、有力者への協力要請を行った。この最中、数日間授業は休講。生

徒側の熱烈な運動に学校側も触発され、「商科大学に昇格し、法学部を併置して総合大学

とする」という「防長大学設立趣意書」をまとめて横地校長・鷲尾教授が上京した。 

大学昇格運動には、学校・学生・同窓

会・県・町・県出身有力者など関係者全

員が参加し、東京には期成同盟会が置

かれ、県を中心とした運動が展開された。

新聞紙上でも運動が報じられ、世間の注

目を集めた。 

幻となった防長大学 
運動は激しさを増し、文部省もその対応に苦慮した結果、大正１１年に東京・大阪に工業

大学、東京・広島に文理科大学、神戸商業大学の５大学の昇格を認め、山口高商以下１６

の専門学校に専攻科を設置するとして予算案を議会に提出したが不成立となった。 

翌年、専攻科を研究科に変えて議会に提出し承認されたが、関東大震災による財政難

で設立は見送られた。昭和４（1929）年になって神戸商業大学などの５大学の設置が行わ
れ、山口高商も大学の新設を目指して運動を継続したが、ついに実らなかった。 

運動が激しかっただけに関係者の失意、特に学生の落胆は大きかった。しかし、学生も

学校も挫折に打ちひしがれてばかりではなかった。将来的に大学に昇格するため、十分な

研究体制を構築するべきとの機運が高まり、学生は自主的に「商学研究会」を結成。続い

て、学校の組織的な研究調査機関として「調査部」が発足した。 

「昇格か廃校か」と書かれた旗を掲げ 

町内を行進する生徒たち 

山口大学の来た道3  山口高等学校から専門学校誕生まで 12



山口高商改称３０周年 

３０周年記念祝賀式
昭和１０（1935）年に山口高商は改称３０周年を迎え、盛大な式典や各種記念事業を行
った。講堂では祝賀式が盛大に行われた。来賓には九州帝国大学総長や公爵毛利元昭代

理、山口県知事、京都帝国大学法学部長らを招き、参列者は約 1,300 人にもなった。祝辞

や祝電数百通を披露し、改称３０周年記念歌を合唱した。１０年以上の勤続者に対し表彰

状を授与し、鳳陽会からは記念品の贈呈が行われた。 

また、松本校長胸像除幕式や対級試合優勝旗贈呈式、プールの竣工式が行われた。 

慰霊祭・日本経営学会大会
 ５月８日の開校記念日には、講堂で式典を挙げ、

本校関係物故者慰霊祭を野田神社宮司斉主の下

に行い、香山墓所に参拝した。同時に上田鳳陽と在

職在学中の物故者の追悼会も営んだ。 

また、記念行事の一つとして、日本経営学会山口

大会を招致開催した。公開講演会や宇部市におけ

る「工業統制問題」に関する研究懇談会、本校にお

ける「商業学最近の問題」に関する研究報告会を開催した。 

各種展覧会
東亜経済展覧会、沿革史展覧会、図書館展覧会、国防展覧会、

書道展覧会、ポスター展覧会、土産品展覧会など様々な展覧会が

行われた。土産品展覧会では山口市を中心とする名産品を集め、販

売も行った。

慰霊祭 

ポスター展覧会 土産品展覧会 

（右）東亜展のポスター 
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2 年 AB 組による「伊江紛争」 

１９３５年～３６年にかけて起きたイタリア

とエチオピアの戦争を模した仮装行列 

記念大運動会・野球リーグ戦
改称３０周年記念大運動会は山口高商運動場にて

行われた。トラック１００ｍ決勝、砲丸投げなど、各種の

競技が行われた。趣向を凝らした仮装行列は祝賀気

分を盛り上げ、特に２年ＡＢ組の「伊江紛争」は大変好

評だった。

また、長崎と大分の高商を迎え、三高商の野球リ

ーグ戦を行った。山口高商は一勝一敗の成績で、長

崎高商が優勝した。 

提灯行列・広告祭
 市内の諸学校や一般市民の参加を得て、提灯行列を行った。市内

を行進し、山口高商運動場へ。「祝山口高商三十周年」の煙火があ

がり大変盛り上がった。 

 また、山口市商工会は広告祭を挙行し、各種商店の商品を広告す

る仮装行列の一隊が市民の目を驚かせた。 

大音楽会
 東京音楽学校１５０名の大音楽会が高商講堂で開催

され、ピアノ独奏、ピアノトリオ室内楽、ソプラノ独唱、

歌合戦序奏などが記念事業の最後を飾った。 

記念出版
記念として出版事業も行った。記念論文集や、日本経

営学会山口大会による経営学論集「工業統制問題・商業

学最近の問題」の出版の他、沿革史編纂のために藩学

から現在に至る学事の進展、制度改変の跡を調査し、山

口高商の校史を出版した。 

（上）広告祭ポスター 

（左）広告祭の様子 

大音楽祭の様子 

『山口高等商業学校沿革史』 
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プールの竣工式の様子 

改築後の本館（昭和 2 年 3月新築） 

校舎改築 

老朽化した校舎 

山口高商の校舎は明治１８（1885）年の山
口中学校時代の建物を引き続き使用していた。

建築後３０年以上経過しており、教室は陰鬱

で「トンネル教室」という異名があった。衛生上

の弊害も認められ、徹底的改造の必要に迫ら

れていた。 

大正６（1917）年、校舎改築を計画したが、
なかなか予算が承認されず、大正１５年３月

末までにようやく第１期計画（教室の改築、講堂、書庫及び図書閲覧室の新築など）が完工

した。同年１１月以降、第２期・第３期として、本館と正門の改築が行われ、昭和６（1931）年
には教室２棟、寄宿舎、柔道場などが新築。職員・生徒の精神修養のための健進館及び弓

道場も建築され、その後、商品陳列室、理化学実験教室、雨天体操場の改築・新営が行わ

れた。 

屈指の体育施設 誕生

学友会は、山口高商３０周年記念事業の一つ

としてプールの新設を決めた。硬式庭球場を運

動場に移し、そこにプールを竣工した。固定飛込

台やスプリングボードなどを併設し、水中電気照

明の設備も備えた。日本水上競技連盟の指示を

受けた工事で、短水路プールとしては完璧に近

いものだった。周囲に 1,000 名収容の観覧席が設

けられ、総工費は１万数千円（現在の価値では約 4,000 万円？）に上ったとされている。 

運動場は、昭和１１年に隣接の県有地を買収し、生徒の勤労作業・山口中学生の作業

援助により昭和１３年３月に竣工。一段高くした北側に硬式・軟式庭球、籠球、排球のため

に１０コートを並べ、中央には陸上競技のトラック、ラグビー、アメフト、ホッケーの競技場を

配した。南側には野球場、アメフト練習場、東側に跳躍場、土俵、ホッケー練習場を設けた。

こうして、全国の高商のなかでは屈指と評される体育施設を備えたのである。 

現在、経済学部にある商品資料館は、旧亀山校舎の面影を偲ぶものとして、山口高商

時代に改築された本館に似せて作られた。屋根のアーチ、門構えなどが似ている？ 

６頁の写真と見比べてみてね！ 
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右からガントレット、山田耕筰、 
ガントレット夫妻の娘、恒子夫人

山口高等商業学校 校歌 

校歌の制定 
♪仰ぐは鳳翩、臨むは椹野～♪ 山口高商生に愛唱されたこの校歌は、土井晩翠作詞、

山田耕筰作曲である。開校２５周年に当たる昭和５（1930）年５月１８日に「永遠の伝唱」を
祈念して発表された。寮歌「花なき山」とともに長く愛唱され、戦後、山口大学経済学部に代

わっても歌われ続けた。 

英国人教師 ガントレット 
明治４０（1907）年に着任し英語及び商業実習を担

当したエドワード・ガントレットは、学生から「ガン

さん」の愛称で親しまれた。彼の夫人は作曲家・山田

耕筰の姉である。 

音楽にも秀でていたガントレットは、耕筰の少年 

時代に西洋音楽の手ほどきをしたと言われ、その縁 

で校歌の作曲も手がけたといわれる。また、ガント

レットは英国王立地学協会に属し、学生達と秋芳洞

の学術調査を行い「秋吉台山洞穴略図」を作成した。秋吉台や秋芳洞を世界に紹介し、

秋吉台科学博物館には彼の胸像が設置されている。 

校歌の原稿

土井晩翠（1871-1952）
詩人、英文学者。滝廉太郎作曲の「荒城の月」

の作詞者としても知られ、校歌・寮歌なども多く

作詞した。

山田耕筰（1886-1965）
日本初の管弦楽団を造るなど日本において西洋

音楽の普及に努めた。ベルリン・フィルハーモニ

ー管弦楽団の指揮も行う。「赤とんぼ」の作曲者。
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学生生活 
昭和１４年頃の山口高商平面図。亀山の麓に建つ田舎町の学校ではあったが、学生達

は高商生としての誇りを胸に、それぞれの青春を謳歌していた。 

運動場 

寄宿舎 

正門 講堂 

本館 

図書館 

教室 

鳳陽会館 

生徒控所 

柔剣道場 

弓道場 

商品陳列室 

弁論大会（講堂）

授業の合間にコーヒーを（不二屋にて） 

プール 

自動車練習 

庭球部 

ストーブ会議（教室）
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学友会の発展 
明治後期、山口高商への移行期に学友会を構成した

部は、邦語講談会、英独講談会、剣術会、柔術会、ベー

スボール会、ローンテニス会の６部だった。 

大正期には、大学昇格運動に触発されて生徒間に自

発的研究心が高揚する中で「商学研究会」が結成され、

「商学研究会雑誌」が発行された。また、生徒の意見発表

機関として「山口高商新聞」も発行された。運動部では、

長崎・大分・山口の「三高商戦」が大正１３（1924）年に始
まっている。 

その後、学友会は順調に発展を遂げ、昭和期に入ると

部は急速に増えて学友会に所属する部は２３部（文化部

６、運動部１７）にも上った。また、それ以外にも多くの団体が結成され多種多彩な活動を展

開した。 

馬術部 

野球部 

排球部 

陸上競技部 

三高商戦 

籠球部 広告研究会 

山口高商新聞 
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鳳陽寮（昭和４年３月新築） 

鳳陽寮 
寄宿舎も旧旧山高から山口高商へ引き継が

れ生徒訓育の場として重視された。大正１１

（1922）年に寮生の応募により「鳳陽寮」と名づ
けられ、寮歌「花なき山」は寄宿舎茶話会歌から

「鳳陽寮歌」と呼ばれるようになった。 

 寮舎は著しく老朽化していたため、昭和４

（1929）年に１８０名収容できる５棟の寮舎と事
務室、応接室、閲覧室及び集会場からなる建物

を新築、翌年にはテニスコート等の運動施設も充実した。 

 自炊制度は種々の困難に遭遇し、一時請負制度に変

えられたが、昭和９年に復活した。また、明治４２年から

請負制による売店を廃止し、寮生全員からなる組合員の

出資をもととする消費組合を設立し、自治制度の充実を

図っている。 

南 寮 

（右）寮生の居室
一部屋に２人～４人が入

居していた 

（右下）東中寮などはベッ

ドが使用され、当時で

は画期的だった 

（下）浴場 

（上）食堂

（左）欠食簿

遠征などで食事が不要な 

時に記載していた 

美味しそうな

メニューが 

いっぱいだね。 
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門標が 

山口経済専門学校に 

卒業生就職状況 

（『山口高等商業学校一覧』より） 

鳳陽館 

（亀山の本校跡地の一角に建って 

いる鳳陽会本部事務所） 

卒業生の就職先 
右表は、昭和１６（1941）年６月末における卒業生の就職状況で
ある。 

商業金融関係への就職率が高いのは当然として、鉱工業につ

いては、その企業の経理部門或いは企業会計部門に採用された

ものと考えられる。当時の鳳陽会会員名簿によると就職先は三

井、三菱、住友など財閥系の企業を始め、旧旧山高卒業生・鮎川

義介率いる日産コンツェルン系列会社などの大企業が名を連ね

ている。また、南満州鉄道・朝鮮銀行・東洋拓殖などに採用され、

朝鮮・中国などいわゆる外地へ赴任した者も多かった。上級学校

への進学先は、九州帝国大学、東京商科大学、神戸商科大学な

どとなっている。 

山口高商では、明治４１（1908）年の第１回卒業式挙行にあた
って同窓会を組織し、昭和２年に「鳳陽会」と改称、昭和５年には

社団法人となった。卒業生の繋

がりは非常に強く、同期生或いは

先輩・後輩のネットワークが、就

職を有利なものにしただけでなく、

戦前期における日本企業の発展

に影響を及ぼしていた。 

なお、鳳陽会は山口大学発足

後も経済学部同窓会として引き継がれ、今日まで伝統を連

綿と伝えている。 

山口経専への改称 
昭和１８年、大学、高等、専門、中学校令が全面的に改正され、

山口高等商業学校規程、規則もこれに準じ、教授要領、修練要領

が訓令されて学校の独立性が失われてしまった。 

 第一学年は全寮制となり、文武一体の生活指導が敷かれた。 

昭和１９年４月から全国の高等商業学校、商科大学から「商業」の

呼称が消されることとなり、山口高等商業学校は山口経済専門学

校へと改称した。 

種別 人数 

商業 576 

金融 504 

交通 228 

保険 101 

工業 766 

鉱業 154 

電気   108 

自営 371 

官吏・公吏 326 

弁護士・計理士 18 

教員 288 

学生 88 

兵役 602 

その他 289 

無職 174 

不詳 244 

合計 4,837 
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山口高等学校の再興 

政府による高等学校新設計画 
旧旧山高の廃校後、山口県の大学進学希望者は他県の高等学校に入学しなければな

らなくなったため、経済的な負担が増大していた。これを見かねた卒業生有志が高等学校

再興を度々政府に請願するものの、なかなか見通しが立たない状態が続いていた。

ところが第一次世界大戦後、経済成長にともない高等教育機関への入学希望者が増加

し、また優秀な人材を欲する産業界の要求も高まってきた。こうした社会状況に対応すべく、

大正６（1917）年、政府は「臨時教育会議」を設け学制改革の検討を始めた。この頃から次
第に高等学校新設の計画が具体化し、全国に２校程度の高等学校設立に向けて設立地の

選定が始まった。

山口県への誘致運動 
当時、全国各地で誘致運動が起こり、新潟、長野、山口、

愛媛、福岡の５県が有力な候補地となった。 

高等学校の誘致には、文部省から設立費の地元負担分と

して要求された約５５万円を工面する必要があったが、大正８

年度の県一般会計歳出決算額が約３７７万円で、そのうち教

育費が約４３万円であったことから考えると、これは莫大な金

額である。しかし、防長教育会を中心とした卒業生有志、毛利

氏、山口ゆかりの財界人の支援、山口町の尽力により、これ

を充分に上回る５９万７千円の助成費が集まった。 

大正７年４月、設立費用を携えて帝国議会で請願した結果、ついに山口県への高等

学校設置が承認された。こうして、政府により新設４校のうちの１校を山口県に設置

する案が発表され、正式に山口高等学校（旧旧山高と区別して、この旧制山口高等学

校を以下「旧山高」という）の設立が決定したのである。 

旧山高設立を支援した財界人

山口高等学校の再興にあたっては財閥からの援助が大きかった。

久原房之助は、久原財閥の総帥で、日産コンツェルンの基礎を創った

人物である。下松工業高校の設立に際しても寄附を行うなど、県教育

の発展に大きく貢献した。藤田平太郎は藤田財閥の二代目総帥。藤田

政輔も日本鉱業社長を務めるなど実業家として活躍している。 

防長教育会 200,000 円 

久原 房之助 80,000 円 

藤田 平太郎 80,000 円 

藤田 政輔     40,000 円 

毛利氏  100,000 円 

山口町（敷地用） 60,000 円 

山口県予算     37,000 円 

計 597,000 円 

助成金内訳 

久原房之助 
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山口町と防府町の誘致合戦 
山口県への高等学校新設は決定

したが、政府案では山口県内に１校

新設とあり、山口町に設置とは明言さ

れていなかった。これを知った防府町

は誘致活動を開始。今度は県内で誘

致合戦の火蓋が切って落とされたの

である。 

県としては、防府町の要求を無視できないとして、県会議

長が上京して政府と交渉。大正７年（1918）５月３日、三田
尻駅頭で防府町長に山口町に確定していることを報告し、

事実上、この問題を終結させた。 

その３日後の５月６日、臨時県会にて正式に山口町への

設置が決定した。山口町には敷地用の寄附金６万円の捻

出という難題が残されていたが、これは県が一時的に支出

し、５分利付４ヶ年賦で返済することで解決した。

敷地の候補地としては、白石沖・糸米山稜地に近い場所

と県庁前の空地が挙がっていたが、決定権は文部省にあっ

たため、文部省から建築課長が来山し、県当局と打ち合わ

せを行った結果、糸米が設立地として正式に決定した。 

（右）防府町の運動開始を伝える新聞記事 

（「防長新聞」 大正７年４月６日） 

４月５日 

町会を招集し、中山町長から高等学

校設置を提案。協議の結果、防府町

に設置された場合創立助成費として

１０万円の寄付をすることを決定。 

４月７日以降 

岡田良平文相、中川望山口県知事、

その他県会議員への働きかけを始

める。 

４月９日 

敷地代として約束していた６万円の

寄付金が、実際にはまだ用意できて

いなかったため、町会を招集して対

策を練る。 

４月２１日  

位置は山口町に決定という東京から

の電報を受けて準備委員会発足。 

山口町 防府町 

糸米の風景 
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■代用学生寮 

・下堅小路寮（山口師範学校女子部寄宿舎跡） 

・太刀売寮（家政小学校跡） 

・茶臼山寮（元河内信朝氏住宅跡） 

・荒高寮（山口団扇商会工場移転跡） 

※荒高寮はその後、剣道部の寮「磨剣寮」として使用 

入学初年度の施設 

■校舎 

山口県立山口中学校の補習科用校舎を借用 

■校長・事務職員の執務室 

山口中学校の講堂を借用 

■運動場 

山口中学校・山口高等商業学校から借用 

旧制山口高等学校始動 
大正８（1919）年４月、「高等学校令」により、これまで第１から第８までの８校だった官立
高等学校は、新たに新潟、松本、山口、松山の４校が加わり、１２校となった。 

同月、旧山高の初代校長、新保寅次の人事が決定し、文部省内に置かれた創設事務所

にて学則等の制定が進められた。 

６月、創設事務所が文部省から山口中学校内の仮校舎に移され、新保校長を始め、教

授陣が着任し、開校に向けて準備が着々と進む中、７月には入学試験が行われた。 

入学試験は身体検査と学科試験があり、学科は７科目の試験が４日間にわたって行わ

れ、６６９名の受験者から定員１６０名の入学者が選ばれた。学校敷地は山口県吉敷郡山

口町上宇野令糸米（敷地総数約 19,000 坪）に確保してあったが、入学初年度は校舎も寮も

建設途中であったため、仮校舎、代用学生寮で間に合わせた。校舎は、県立山口中学校

（現在の山口県立山口図書館）の補習科用校舎を使用し、町内に４か所の代用学生寮が

用意された。 

こうして、誘致運動に始まった多くの人々の熱意と努力が実り、大正８年９月１２日、山口

中学校の講堂で第１回生の入学宣誓式が行われ、いよいよ旧山高の新たな歴史が始まっ

たのである。 

山口中学校校舎 

山口師範学校女子部寄宿舎 
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文　科 １年 ２年 ３年 理　科 １年 ２年 ３年

修身 1 1 1 修身 1 1 1
体操 3 3 3 体操 3 3 3
国語・漢文 6 5 5 国語・漢文 4 2
（甲）第１外国語（英） 9 8 8 （甲）第１外国語（英） 8 6 6
（甲）第２外国語（独） 4 4 4 （甲）第２外国語（独） 4 4 4
（乙）第１外国語（独） 11 10 10 （乙）第１外国語（独） 10 9 9

（乙）第２外国語（英） 3 3 3 （乙）第２外国語（英） 3 3 3

法制・経済 2 2 法制・経済 2
数学 3 数学 4 4 4（2）
心理・論理 2 2 心理 2
自然科学 2 3 物理 3 5
哲学概説 3 化学 3 5
歴史 3 5 4 植物・動物 2 2 （4）
地理 2 鉱物・地質 2

図画 2 2 （2）
計 33 33 32 32 32 32

理科の3年生は数学（2）・図画（2）もしくは植物・動物（4）かを選択

カリキュラム 
修業年限は３年で、「文科」と「理科」に分か

れ、それぞれ「甲類」と「乙類」のクラスがあっ

た。「甲」と「乙」では第１外国語の選択が異な

り、前者は英語、後者はドイツ語であった。文

科、理科ともに外国語教育に重点が置かれて

おり、これは旧高等学校令による高等学校以

来の伝統であった。

校章・校歌の制定 
校章は、山口中学図画担当の佐治

友八教諭が東京美術学校の生徒の作

品を改良してデザインした。「堅実不

屈」、「進取独立」、「久遠」を表すもの

として考案された。柏の葉は「堅実」の 意味を象徴し、兜の鍬型

風にアレンジした「山」の字は「武士道精神」を表すとともに、「新月」にも似せてあり、新月

が次第に満月に成ってゆくように、積極的な発展を期する意味を持たせてある。

校歌は、生徒から歌詞を募集したが、当選作が無かったため、国語科の山崎麓教授が

応募作から参酌し作詞した。校長及び全教授の校閲を得て大正８（1919）年１１月下旬に
制定。第１回生の安藤省三、稲山絢太郎、白水半次郎、若林克己、木村作治郎の５名が全

化学授業風景 

各学科の毎週授業時間数 （『山口大学三十年史』より）
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新保寅次校長

初代校長 新保寅次
初代校長には、新潟県出身で鹿児島県立第二中学校長で

あっ た新保寅次が就任した。一高（東京）の出身者であり、入

学宣誓式で一高、三高（京都）を凌駕せよと発破をか け熱心

に教育する一方、旧設高校の 型にはめ るようなことは なく、

学生の自主自立を尊重した。

学生たちは若さゆえ、時に不始末を起こすこともあっ たが 、

新保校長はたとえ外部か ら圧力があっても直ちに厳罰を下す

ようなことはなく、悪質でないもの には寛大に対応し、常に学生の味方であっ た 。学生たち

はこの ような校長を「親爺」と慕い、自分たちがこれか らの校風を創るの だという理想に燃え、

自治を尊び、自由を楽しんだ。

物議騒然！－大正１１年記念祭事件－

大正１１（1922）年、新保校長が出張で不在の記念祭で、その騒動は起こっ た。原因は、
寄宿生の展示物の ひ とつ であっ た。そ れは 、歴史上の人物の卒塔婆を並べ ておくとい うも

の で、厚紙で作った墓標に法名が記され、香花、賽銭も手向けてあったらしい。豊臣秀吉や

ナポレオ ン、小野小町などに混じっ て、当時存命中であっ た大隈重信、山縣有朋等の墓標

が作られていたため 、「防長の大先輩であり、国家の元勲たる山縣元帥の墓標を生前中に

建てるとは、元帥を呪詛するもの である、けしか らん！」と、大騒ぎになった。

もちろん学生側に山縣有朋を呪詛しようとい う意図などなか っ たが 、騒動はなか なか治

まらず、校長の責任を問う声まで出始めた。騒動は２週間にわたり続いたが 、当時の県内

務部長の理解を得て戸沢教頭が尽力し、この問題を収束させて事無きを得た。

学生の他愛もない悪ふ ざけが ここまで大騒動になっ た背景には、もともと他県人である

新保校長の着任への不満の声があり、この問題に乗じて校長排斥運動へつなげようという

思惑があったの かもしれない。

文部省での用事を済ませ、急いで帰っ て来た新保校長は「山口は四方に山を環として居

るの で一寸した事でも反響し鳴動が大きくなるか ら、あまり突飛な事は慎んだ方がよか ろう」

との訓戒をしたという。

―「（ 中略）固より創立の年月に於て吾々は最も新参である。併

しなが ら努力する新参が故参を凌駕し得ば人生の快事である。

―（ 中略）諸君が三高を凌駕し、一高を凌駕するが如き、之に比

すれば実に易々たるの み。切に諸君の努力を望む の である。」

（入学宣誓式式辞より）
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校舎の建築 
開校１年後の大正９（1920）年８月、校舎
本館、寄宿舎３棟が完成し、９月１日に仮校

舎から正式に移転した。その後、特別教室、

講堂その他の建物も順次完成し、大正１１

年５月１６日、新しい講堂で毛利元昭公爵、

文部省学務課長、山口県知事、その他２５０

名を招き、校舎落成式が盛大に行われた。 

旧山高の建物は、講堂のみ記念館として現在も山口県立山口高等学校の敷地内に残っ

ており、管弦楽部の部室として使用されている。

校舎本館（玄関） 寄宿舎（鴻南寮） 

講堂 

落成式 

現在の講堂（県立山口高等学校内） 

平成１８年に改築された
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火事による本館の焼失 
 昭和１１（1936）年１０月２９日午前３時頃、旧山高の本館２階から出火し、市内の全消防
組、山高、山口高商、師範、連隊の各消防班、付近町村の公私設消防組などで消火作業

が行われた。しかし、連日続いていた干天で建物が乾燥し切っていたこともあり、本館全部

を焼失し午前５時半頃鎮火した。出火したのは、理ニ甲の教室で、煙草の吸殻の不始末が

原因であったとされる。重要書類や調度品の大部分は運び出されたが、階上の考古学関

係、歴史学関係の資料の大部分は燃えてしまった。 

 火事の後、本館が使えないため、他学校に教室の借入れの要望を出したが、山口高商

は教室の不足の上、満州国学生を多数収容したためにさらに狭隘であり、山口師範も建物

敷地、共に狭隘で、常に小学校教員講習会等を開催しているため、全く余裕がないとして

借りることができなかった。教室は、体操場や他の教室で代替し、新校舎の工事が始まっ

た。翌年６月、木造２階建てで防火壁の設備もある立派な校舎が完成し、２学期から使用

が開始された。 

出火場所 

(上)学寮宿直・吉井助教授の記録

(左)山口高等学校平面図 
赤字の書き込みは

臨時教室の割当て 

網掛け部分が焼失

した本館 

山口大学の来た道3  山口高等学校から専門学校誕生まで 28



学校行事 
開校初年度より、修学旅行や長途競争などの行事が実施され、校内弁論大会やクラス

マッチ、部活動の大会なども活発に行われた。その他、創立記念祭、松山高校野球部との

親善試合なども年中行事として継続して行われた。 

修学旅行・創立記念祭 

長途競争・野球親善試合 

萩への修学旅行（大正１５年） 

第１回の行き先は大宰府・博多であったが、

やがて萩への一泊旅行が定着していった 

創立記念祭（大正１１年） 

運動会や余興、運動部の大会、展覧会等のさまざまな

行事の他、寮の飾り付け、提灯行列なども催された 

松山高校との野球親善試合（大正１１年） 

大正９年の第 1回対戦以降、昭和２２年まで継続

して行われ、全校をあげて応援に出向く一大イベ

ントであった 
防府への長途競争（大正１５年） 

後河原の山口座（元公設市場の辺り）を出発し、ゴ

ールの防府天満宮まで約 20ｋｍの距離を競った 

写真は防府天満宮にて防府町婦人会からお汁粉の

接待を受けている様子 
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ジンゲルスト籠城本部 

（『柳桜をこきまぜて』より） 

ジンゲルストライキ 
昭和９（1934）年、秋の創立記念祭前夜に事件は起き
た。ある生徒２名が、芸者（ジンゲル）を寮に入れたことが、

風紀を乱すとして２ヶ月の停学処分とされた。これを受け、

生徒は寮に結集して５日間盟休。さらに、５６名が停学処

分になった。なぜストライキにまで発展したのか、生徒の

大方が同情するのか、学校側は解せなかった。 

 実は、この事件には事情があった。当事者となったのは、

生徒に人気があった小万龍という芸者で、彼女は山高の

青年教授と結婚の約束をしており、所帯道具を買い集め

ていた。その頃、岩田校長から、青年教授に地元財商の

妹との縁談が持ちかけられた。その結果、別の教授が小

万龍に手切れ金を持って行った。傷心した小万龍を元気

づけようと、生徒は記念祭の飾り付けを見せるため、寮に

入れようとしたところを、寮監督に見つかったのだった。 

３日間の記念祭が終わったとたんに停学処分の掲示が

あり、生徒が集まっているところに、生徒主事が「不穏な動

きをすると、司直の手を入れるぞ」と言い放ったという。この一言で生徒が一斉に反発しスト

ライキに至ったのである。事情を知らない生徒までもが、寮の自治が侵された、と立てこも

った。ジンゲルストライキの途中で、一部生徒が青年教授のことを暴露する声明書を出そう

としたが抑えられてしまった。校長と生徒双方が謝ることで収拾することとなったが、結局校

長は謝らず、生徒は不信感を募らせた。翌春、岩田校長と生徒主事は辞任し、なんとも後

味の悪い事件となった。 

旧制高校用語と流行スタイル 

旧山高では、ドイツ語教育に力を入れていたた

めか、学生たちはドイツ語由来の独特の旧制用語

を多用し、バンカラな学生生活を過ごしていた。 

バンカラとは、西洋

かぶれというハイカラの対義語で、野蛮に振る舞うことを言う。

着古し擦り切れた学生服・マント・学帽・高下駄、腰に提げた手

拭いなどを特徴とするスタイルで、粗末な衣装によって「表面の

姿形に惑わされず真理を追究」という姿勢を表現したものとされ

ている。 

用語 意味 ドイツ語 

ジンゲル 芸者 Singer 

ドッペる 留年する Doppel（二重）

メッチェン 女子 Ein Mädchen 

ゲル お金 Geld 

旧制高校用語 
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学生生活 

バンカラな学生生活 
 旧山高生は山口市内の他校の学生と比べても、やんちゃな学生が多かったようだ。自由

な寮生活は居心地が良過ぎ、酒を飲んで大声で暴れまわるストームも、とにかく激しかった。

宮島への一泊の旅行や、萩への修学旅行でも、行く先々で路上ストームをしては、｢狼藉者

山高生暴る｣等、新聞に書きたてられた。 

山口市内での悪戯は、もっぱら看板の取り替えであった。ごみ箱を並べて、ハードル競

走をしたりもした。夜が明けて、学生たちの仕業を見た町の人は、「こりゃぁまた、生徒さん

たちの仕事でよ」と言い、度重ねても大らかに許された。町の人たちにはとても可愛がられ

ていたようだ。 

青春のひとコマ 

校内売店 

鴻南寮・新聞閲覧室 

講堂 

桜の下で 

コンパの席で「ストーム！！」と叫び、続けて名前、出身地、所属学部などの自己紹介

を行う「ストーム」と呼ばれる行為。現在でも山大の寮や一部の部活・サークルで行わ

れている。形は変わっているが、山高時代から脈々と学生の間で受け継がれている。

鴻南寮の一部屋 
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校友会の活動 
 校友会は文化部・運動部から構成されており、

学芸部、弁論部、野球、剣道、蹴球、水泳等、

様々な活動を行っていた。中でも野球部は、設立

当時から松山高校と毎年対戦を行っており、旧山

高の一大イベントとなっていた。 

各部は会誌を発行しており、論調や文化部の作

品に左翼的な動向や戦争の影響が見られるなど、

時代と共に変化していく当時の学生の思想を垣間見ることができる。 

金メダリスト輩出 

昭和１１（1936）年、ドイツでベ
ルリンオリンピックが開催された。

この大会で、田島直人が三段跳

び１６ｍの世界記録を樹立し、金

メダルを獲得した。田島は岩国か

ら、昭和４年（１１回文乙）に入学

した。在学中も、第６回インターハ

イで１００ｍ優勝、走幅跳優勝、走

高跳２位、棒高跳３位、三段跳４

位と史上最高成績をあげ、陸上競

技部の花形選手であった。 

オリンピックで副賞として贈られたオークの苗木は、旧山高卒業後に進学した京都大学

に植えられ、「オリンピックオーク」と呼ばれている。この樹から採れた実を発芽させて育て

た苗木は、現在の山高にも植樹されている。 

会誌の一部 

陸上部

田島選手の快挙に沸く旧山高の様子を伝える記事 

（「防長新聞」昭和１１年８月８日） 

（上）自動車部

（左）水泳部 
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山口県師範学校正門

「師範学校規程」による進学体系の変化

山口県師範学校
山口県教員養成所か ら出発した師

範教育は、着実に発展を続け、多くの

教員を輩出してきた。師範学校は授業

料が無償であることに加えて学費まで

もが 支給された た め 、家庭の 経済的

事情か ら中等教育機関へ の進学を断

念しなければならなか っ た者に も、そ

の門戸を開いていた。

明治３０（1897）年に公布された 「師
範教育令」に より、翌年、県は山口県

尋常師範学校を山口県師範学校と改

称した 。ま た 、明治４０（1907）年に制
定された 「師範学校規程」により、山口県師範学校は本科を１部と２部に分け、修業年限を

１部は４年、２部は１年とした。

「師範学校規程」以前は、尋常小学校、高等小学校を卒業し、師範学校へ入学するル ー

トが主であっ たが 、２部ができたことにより、中学校を卒業し、師範学校へ入学するという別

の ル ートが整備された。２部の卒業生には、１部生と同等の教員資格が付与され、教員の

質的向上が期待された。

尋常小学校
（４年）
義務教育

中学校
（５年）

高等学校
（３年）

１９歳

１５歳

１６歳

１２歳

６歳

２０歳

１７歳

高等小学校
（２年）

尋常小学校
（６年）
義務教育

高等小学校

（２年または３年）

中学校
（５年）

高等学校

（３年）師範学校

１部

（４年）

空白の １年間

２部
（１年）

師範学校
（４年）

男子

女子

【明治３３年～３９年頃】 【明治４０年～】
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山口県室積師範学校の開設 －二師範時代の開幕－

明治４０（1907）年の 「小学校令」改正
に より、小学校正教員の確保が緊急の

課題となっ た。山口県においても第二師

範学校設置の必要性が次第に高まり、

県はその対策として、大正３（1914）年、
県立工業学校を第二師範学校に転用

することとした。

室積の県立工業学校は、工業従事者

の 育成を目的に明治３６年に開校した

が 、県内での卒業生の需要が意外に乏

しく、他県へ就職する者が多か っ たため 、

廃校とすることが決まっ た。

第二師範学校の 設置理由を当時の 馬淵知事は県

会で次の ように説明している。「教員不足の ため三割

近くを検定教員 ※（ ）に 頼っ ているの が現状である。そ

の 検定教員は師範学校卒業生に比べ 多くは劣るが 、

不足の事態を考えると少々力量不足でも採用しなけれ

ばならない状況にある。一学級一人の正教員を確保せ

ねばならぬ。」

大正３年４月１日、山口県室積師範学校が開設され

た。これに ともない山口の本校は山口県山口師範学校

と改称され、２つの師範学校の並立時代を迎えることと

なった。

大正１４年４月、「師範学校規程中改正」に より 、師

範学校に画期的な改革が起こっ た。そ れまで、師範学

校は入学年齢を１５歳と定め ていたため 、中学校に も

小学校にも接続しない、いわば進学体系か ら孤立した

状態であっ た （左頁の 図参照）。しか し、この 改正に より、

満１４歳か ら入学が可能となり、高等小学校か らの 進

学がスムーズになっ た 。また同時に、専攻科も新設され、教科研究の領域に特色を持った

優良な教員の養成が可能となり、教育水準を高める上で重要な契機となった。

※検定教員とは ・・・
教員免許状を有しない者で、都道府県が行う検定試験によっ てそ の資格を得た教員の こと。明治１３

年か ら実施された 「小学校教員免許状授与試験法」がはじまりで、様々な事情で師範学校等に進学で

きなか っ た者でも独学、独力によっ て資格が取れたため 、教員の充足にもつなが っ た。

室積師範学校一覧より

山口県室積師範学校正門

室積師範学校の制服

（『室積師範学校一覧』より）
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山口県女子師範学校全景（大正９年頃）

工芸の授業風景

東京への修学旅行（二重橋の前にて）

明治３３年（1900）年時点で、小
学校の有資格教員は男子 1,403
名、女子８９名と女子教員は全体

の約６％程度に過ぎず、しかも半

数近くが専科（家事裁縫)教員で

あった。 

県は、女子正教員の充足を図

るために、大正８（1919）年４月、
山口師範学校に本科女子２部を

併設した。この女子２部は、開設

年より志願者が募集定員の２倍

に達するほどであった。この状況

を受け、翌年には室積に山口県女子師範学校が設置された。これにともない、室積師範学

校は廃止され、室積師範の男子は再度改称された山口県師範学校に、山口師範女子部の

学生は室積の女子師範学校に移動となった。 

他府県の多くは、女子教員の養成のた

め明治年間には女子師範学校を設置し、そ

の需要に応じていた。本県でも遅れ馳せな

がら男女両師範学校を備えるという典型的

な教員養成制度が確立したのである。この

ことは山口県近代教育史上、重要な出来事

であった。両師範学校は、昭和１８（1943）
年に官立山口師範学校として再び統合され

るまでの２４年間、独立した別個の学校とし

てその歴史を刻むことになった。 
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三田主市校長

官立への昇格 
師範学校を中等教育として留めておくことは、教員養成

の重要性からみても、生徒の学歴、年齢からみても不自然

であり、その改善は早くから叫ばれていた。教育振興の要

諦は教師の資質にあるとして師範学校の昇格が図られ、昭

和１８（1943）年３月、「師範教育令」の改正により中等学校
に接続する高等専門学校への昇格が実現した。 

同年４月、山口県師範学校と山口県女子師範学校が統

合されて官立山口師範学校に昇格。従来の１部・２部制を

廃止し、本科を修業年限３年の高等専門学校に改めると同

時に、修業年限２年の予科を設置した。本科の入学資格を、

予科、中学校、高等女学校の卒修業者とし、男女で別個の

学校であったものを一師範学校に統合して、それぞれ男子

部・女子部とした。施設は、男子部は山口県師範学校、女子部は山口県女子師範学校のも

のを襲用した。初代校長には三田主市が就任した。 

この大改革は期待甚大であったが、成果を上げることなく次第に形骸化していくこととな

った。しかしながら、この官立への昇格が後の山口大学教育学部へとつながっていくので

ある。 

天皇行幸 ―３つの碑―

 師範学校は、明治１８年７月に明治天皇、明治４１年４月に大正天皇(当時は東宮)、大正

１５年５月に昭和天皇(当時は皇太子)と、３度の来校という名誉を受けている。 

それぞれの行幸の際に記念碑が建設され、今もその歴史を刻んでいる。 

光被（伊藤博文書） 

附属山口小学校正門

時擁（山縣有朋書） 

附属山口中学校正門 

俊徳（野村素介書） 

教育学部前庭
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明治３４年４月に完成した寄宿舎 

自習室 

（「光被」昭和４年卒業生記念誌より）

食堂 

（「青史」昭和１４年卒業生記念誌より） 

学校生活 

寄宿舎 
明治末頃から大正年間にわたって、師範教

育の充実とともに施設整備も進んだ。中でも

寄宿舎は、多くの学生の生活拠点として充実

が図られた。当初より師範学校は全寮制であ

ったため、近隣の学生でも自宅通学は許可さ

れなかった。 

 寄宿舎は、山口県尋常師範学校時代には現

在の山口市役所の辺りに校舎と並んで建てら

れていたが、学生数の増加にともない狭隘と

なったため、明治３２（1899）年からは、通りを隔てた山口尋常中学校（現在の山口市民会
館）の移転後の建物も利用した。その後、増改築を行い明治３４年４月には同所に寄宿舎３

棟と食堂が完成した。玄関と道路の間に広場があり、テニスコートや器械体操具を配した

当時としてはハイカラな建物であった。 

１階に自習室と生活室、２階に寝室という造りになっており、寝室にはワラ布団を敷いた

寝台が並べられていた。掃除や食事の時間、門限など規律は厳格であった。しかし同室会

や全寮挙げてのうさぎ狩り、椹野川の蛍狩りなどの寮ならではの楽しい行事も多くあったよ

うである。教師の育成において重要な場であった寄宿舎は、後に「時擁寮」と呼ばれるよう

になり、多くの若者の学生生活を支えた。 

大正２年には女子部も寄宿舎ができる。はじめは下竪小路にあったが、大正９年の女子

師範学校設立とともに室積に移転した。 
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昭和４年に完成した本館 

明治２８年に完成した本館 

（上）焼失した本館（「関門日日新聞」昭和２年１２月１４日）

（右）火事を伝える記事（「防長新聞」昭和２年１２月１３日）

本館の焼失と再築
教員養成所時代には、山口明倫館の洋学

寮の教場を襲用していたが、その後、同所に

２階建ての新校舎を建設した。しかし師範学

校となり、学生数の増加から教室が狭くなっ

たため、明治２０（1887）年、上司淵蔵校長の
時代に土地を購入し、明治２５年から３か年

計画で校舎を増築した。 

ところが、昭和２（1927）年１２月１１日、こ
の校舎は火災という大惨事にみまわれる。午後７時３０分、本館２階より出火し、すさまじい

勢いで燃え広がり辺りは火の海と化した。亀山付近には黒山の人だかりができ、軍隊や消

防組、高等学校生徒の消防隊の消火活動に加え、師範学校生徒も寄宿舎からバケツを手

当たり次第運び出し、必死の消火活動を行った。午後９時頃、１階と２階すべてを焼失し鎮

火。損害額は約５万円ともいわれた。火災の原因は不明で、放火の疑いもあると当時の新

聞は伝えている。 

全焼という事態を受け、県は焼け跡に本館

一棟を１年かけて再築することを決め、昭和４

年４月、スレート葺で白亜のモダンな校舎が完

成した。１階・２階に８教室、玄関は自動車昇降

に便利な造りで、清楚なバルコニーもあった。

計画の段階では、耐久性から鉄筋コンクリート

にする案もあったが、県財政の逼迫により木造

となった。この建物は、後に山口大学教育学部

の校舎となり、次に改築される昭和３０年後半ま

で多くの学生の学び舎として使われ続けた。 

山口大学の来た道3  山口高等学校から専門学校誕生まで 38



（上）鎌倉での記念撮影（「光被」第５号より）

（右）修学旅行の栞（昭和１５年のもの） 

水泳鍛錬
師範学校では、生徒の心身の修養鍛練のため、明治３８（1905）年から、毎年９月初頭
に椹野川出合で水泳鍛錬を行った。水泳鍛錬は女子師範でも行われ、室積湾一周約４ｋｍ

を、４時間３０分で泳いだという記録もある。 

教育実習
師範学校では学習の総仕上げとして

教育実習があった。県下教育界でエリー

ト中のエリートともいえる附属小学校の訓

導（当時の正教員をこう呼んだ）の下で、

７０日間の実習が行われた。この時ばか

りは夜の１２時過ぎても寮の明かりが消

えないくらい猛勉強をしたという。 

修学旅行
 ５月の初め、最終学

年になると９日間の修

学旅行があった。当

時の修学旅行は学校

の授業として扱われ、

旅行中も校内と変わ

らぬよう規律厳守・公

徳尊重を説いている。

昭和１５（1940）年の
修学旅行は５月４日から１２日の間、三府（東京・京都・大阪）を回った。山口を朝６時頃出

発し、大阪、奈良、鎌倉、東京、京都を見学し、１２日の朝６時ごろ帰ったようである。 

第 1 回水泳大会（大正２年頃） 女子師範の水泳の授業 

実習の様子（１年生の運動の授業にて）
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奉公塾
皇国民の教育にあたる教員を養成するにあた

って、山口県師範学校時代に苦瓜恵三郎校長は、

農業こそがわが国民的性格の母胎であり、皇国

民精神の淵源もまたここにあるとして、昭和１４

（1939）年８月、山口市内の法泉寺（現在の滝町
の辺り）に田地約１町５反と農家１軒を借り受け、

奉公塾を開設した。毎日１名ずつ入塾し、一週間

ここで生活を送り退塾していた。   

学業成績にかかわりなく、毎日、入塾者の半数は塾舎から登校し、半数は農地の開墾や

作物の植え付けなどに従事した。この塾は昭和１８年頃まで存続していた。 

校友会活動
 校友会は明治３６（1903）年に創
設され、精神修養や身体鍛練、レク

リエーションを兼ねた行事を、教職

員と生徒が一体となって行った。校

友会では、校内活動のみならず、広

く県下の青少年や児童の文化、体

育の振興発展を援助するような活

動を行っていた。 

文化部、運動部それぞれ活動していたが、生徒の心身の強化鍛練という立場から運動

部の活動はとくに奨励されていた。そのため１、２年生の間は運動部、３、４年生になると運

動部を退部するか、またはそれと並行して文化部で活動を行う生徒が多かったようである。

運動部の活動ではそれぞれ優秀な成績を残した。 

学童音楽会 

相撲部 排球部 

奉公塾の塾舎 
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（上）郷土展覧会の様子 

（右）「賢哲墨蹟屏風」

上司元校長収集のものを記

念事業の一つとして師範学

校に保存し公開した

記念式典で式辞を読む山本昇校長

記念行事一覧 

１０月１日（月） 

７日（日）  

１０日（水）  

１６日（火）  

１７日（水）  

   １８日（木）  

校歌記念式歌制定 

記念運動会 

創立６０年史完成 

慰霊祭 

郷土展覧会（第１日） 

創立記念式 

記念祝賀会 

郷土展覧会（第２日） 

記念学芸会 

郷土展覧会（第３日） 

校内祝賀会 

創立 60周年記念事業
山口師範学校の前身となる山口県教員養成所の

開設から、６０周年にあたる昭和９（1934）年、当時
の金額で総額3,540円を投じて、創立６０周年の記念

式典が挙行された。６０年史の刊行や校訓・校歌の

制定、運動会など、多彩な行事が行われた。   

郷土室と郷土展覧会 

昭和５（1930）年、文部省は各師範学校に

研究奨励費を交付して郷土室の設置を奨

励した。これを受けて山口師範学校にも

「郷土室」が設置された。郷土資料収集、

整理が行われ、郷土の自然や文化の実態

を研究・理解する場として利用された。 

６０周年の際には、記念行事の一つとして

郷土展覧会が開かれ、郷土室保管のもの

を中心に、さまざまな資料が展示された。 

記念運動会の模様 
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祝賀会（「師範学校同窓会誌会報」第１９号より） 

予想よりはるかに大勢が集まり、立食になるほどであった
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校訓・校歌の制定
６０周年を記念して、山本昇校長により、これまで培わ

れてきた伝統をもとに校訓が制定された。この校訓には

戦前の師範教育の中核をなした「師道の錬成」がうたわ

れ、当時の山口師範学校の教育目標を如実に表したも

のとなっている。生徒はこれを暗唱し、事あるごとに斉唱

したという。 

また、校歌も同時に制定された。作歌は輿水淑を中心

とする国漢文と音楽科の教師が担当し、作曲は当時多く

の校歌を作曲していた信
のぶ

時
とき

潔
きよし

氏に依頼した。師範学校

の伝統や環境から醸し出される教育精神と、防長の歴史

地理から発揚する報国観念を盛り込んだものであった。 
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実業補習学校農業科教員養成所の門

教員養成所の付設を伝える新聞記事 

（「防長新聞」大正９年４月２７日）

青年師範学校 実業教育教員養成の道

実業補習学校の成立と教員養成
 明治時代、日清・日露戦争を契機として国の産業経済が急速に発展し、これに従事する

者の教育が急がれるようになった。このため政府は、明治２６（1893）年、「実業補習学校規
程」を公布し、勤労青少年に実業教育と普通教育の補修を行う実業補習学校を設置するこ

ととした。この当時は、実業補習学校が小学校に併設されていたため、教員は兼務の状態

が大半であった。

実業補習学校が普及する中、農

業教員養成の必要性が高まり、大

正４（1915）年３月、小学校農業科
および実業補習学校の農業科専

任教員を養成する目的で、山口県

山口師範学校に農業教員養成所

が付設されることとなった。これが

後の青年師範学校へとつながって

いく。 

この農業教員養成所は希望者

が少なかったため、県立農業学校に

移管されることとなり、大正９年６月、

山口県農業教員養成所が県立農業学校に付設

された。なお、同年には室積の山口県女子師範

学校に山口県家事裁縫科教員養成所が付設さ

れた。 

 大正９年の「実業学校令」の改正により、実業

補習学校の性格をより明確にするための教員養

成が必要となり、「実業補習学校教員養成所令」

が公布された。これを受けて、翌年、県では山口

県立女子実業補習学校教員養成所（山口県女

子師範学校内）、山口県立実業補習学校農業科

教員養成所（県立農業学校内）を設け、専任教員

の本格的な養成に着手した。こうした県の努力も

あって実業補習学校の教員は学校数の増加にと

もなって充実していった。 
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山口県立青年学校教員養成所 

防府移転を伝える新聞記事 

（「防長新聞」昭和１６年４月２日） 

青年学校の発足
第一次世界大戦後、国力の増進を目的として青年教育の振興が図られていた。大正１４

（1925）年には、中学校以上の学校に現役の軍人を配属して軍事教練を行うと同時に、勤
労青年に対して軍事教育を施すために青年訓練所を設置した。

この青年訓練所と実業補習学校は施設や教員、対象者が重複する場合が多かったため、

昭和１０（1935）年４月に公布された「青年学校令」によって、青年学校として統合された。
青年学校は、勤労青年を対象とする中等教育程度の定時制の学校で、昭和１４年には義

務制（男子のみ）となり、昭和２２年まで存続した。 

青年学校教員養成所から青年師範学校へ
 青年学校の発足にともない、昭和１０年、

県は山口県立実業補習学校農業科教員

養成所を山口県立青年学校教員養成所

と改め、専任教員の育成を図った。同時

に、山口県立女子実業補習学校教員養

成所も山口県立女子青年学校教員養成

所と改称した。

この当時はまだ、それぞれ小郡農業学

校、女子師範学校に併設という状態であ

ったが、次第に養成所の独立が問題とな

っていった。 

昭和１６年４月、県は養成所の独立を決

め、先に女子青年学校教員養成所が移転

していた防府の三田尻村（現在の桑山）に、

青年学校教員養成所を移転させると同時

に、女子の養成所を併合し女子部とした。 

昭和１９年２月、「師範教育令」の改正に

ともない青年学校教員養成所は師範学校

と同様に官立移管され、山口青年師範学

校となった。修業年限３年の専門学校程度

の学校に昇格したことで、青年教育の飛躍

が期待されたが、教育内容の面ではむし

ろ後退しながら終戦を迎えることとなった。 
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農校生の発火演習（大正１０年）

修身の教科書 

（山口県文書館所蔵） 

農業教育の発展 

大正期の農業教育
大正６（1917）年、内閣に設置された臨
時教育会議の答申により、農業教育に関し

ては知識技能の習得とともに、徳性の涵養

が強調され、有為な農業経営者、農村振興

の中堅人物の養成が教育方針として打ち

出された。さらに、文部省は大正９年の実

業学校令の改正にともない、翌年には農業

学校規程を改正し、農業教育の内容や方

法を刷新した。まず、入学資格と修業年限の異なる甲種・乙種の区分を制度上廃止、入学

資格は一律に尋常小学校卒業程度とし、学歴によってその修業年限を定めた。学科目も

改正し、普通科目を多くした。これは、農業に従事する中堅人物の養成を行いながらも、正

規の中学校に近い教育内容とすることで、その代替としての効果を期待したためでもあった。

また、同時に女子の農業教育に関する規程も設け、女子実業教育の振興にも留意した。

昭和初期の農業教育
第一次世界大戦の好景気により不自然な膨張をきたした産業

界は、戦後しだいに不振に陥っていった。生糸の暴落による養蚕

業の不振、農産物の価格下落など、農村事情も悪化していった。

 こうした社会情勢の中、政府は農村経済の更生と再建を目的と

する「農山漁村経済更生計画」を打ち立て、農民精神の鍛錬のた

めの農民道場や農士学校を各地に設立するなどし、農業経営技

術の体得と農民の自力更生を図った。

一方、文部省は、昭和４（1929）年、「農業学校規程」を再び改
正し、農村の生活困窮という状況を受けて教育費負担軽減のた

め、修業年限２年の農業学校も認めた。また、道徳教育の徹底

を図ることを明確にするとともに、剣道や柔道といった武道を体

操中に含め必須科目とした。戦争物資や労働力が不足する中、

農業学校は特に「農業報国」の精神が強調され、食糧増産の一翼を担う国民の錬成に重

点が置かれるようになった。そのため学科の拡充が行われ、労働力を補給するため女子農

業学校の拡充も奨励された。
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田布施農業高校 （『田布施農高３０年史』より）

県立農業学校の新設 
昭和に入っても県内の実業学校は数少なく、農業学校についても小郡と日置の２か所に

あるのみであった。昭和８（1933）年、熊毛郡や玖珂郡、豊浦郡で農業学校設置運動がお
こった。時を同じくして、県立水産学校を下関に建設

する計画も持ち上がり、県は教育調査会を設け諮問

した。これに対し、教育調査会は水産学校１校、農業

学校２校の新設を答申した。

農業学校は県下の位置的なバランスや交通などを

考慮して、周防部は熊毛郡の田布施町、長門部は厚

狭郡に新設する案が挙がった。しかし県の財政難の

ため、設立にかかる経費は、地元の寄附に依らざる

を得ない状況であった。厚狭の方は厚狭・小野田で

の候補地争いのため郡内の協調が得られず、農業

学校の設置はかなわなかった。

一方、熊毛の方は、県立学校がないこともあり、田

布施町を中心に県立農業学校の設立に向けて意欲

的に活動した。地元負担金１０万円余を用意し、県に

農業学校の設置を陳情した結果、田布施に県立の農

業学校が新設されることが決まった。

田布施農業学校
昭和１０年４月、農村振興を使命とし、農村教育の刷新を目指して田布施農業学校が開

校した。時勢の影響もあり、教育方針には、「郷土農業の改善と農村文化進展のために第

一線に立ちて活躍する国士的農民の養成」とうたわれているように、能力と実行力のある

人物を養成することに重点が置かれた。

校長には、鹿児島県立伊佐農

林学校から三好吉重を、教頭には

湯田実を招き、地方の農業を振興

するため独特の教育を展開した。

農業科は授業と実習が一本化し

た実践農学課程で、教科書は使

わず、実習の班は学年の枠を越

え編成した。また、家庭学習では

全校生の家庭を巡回指導した。

開校を伝える新聞記事 

（「防長新聞」昭和１０年１月８日） 
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山口県立小郡農業学校 山手校舎全景 

ソーセージの製造実習と実習服 

山口県立小郡農業学校 
山口県立農業学校は、明治４３

（1910）年には小郡町の山手校舎
に移転し、山口県では、唯一の甲

種農業学校として農業教育の中

核を担い発展を続けていた。

大正４(1915)年には予科を廃
止し、農・林・養蚕・獣医畜産の４

科とした。大正１２年、大津農林学

校が県に移管され山口県立日置農林学校となったことにともない、山口県立小郡農業学校

と改称した。昭和１９（1944）年に、山口県立小郡高等女学校を統合し、昭和２３年の学制
により山口県立山口農業高等学校と改称し新制高等学校へと変わっていくこととなる。

実習

授業は、大正・昭和を通じて終戦まで基本的に午前中に学科、午後に実習という形で行

われた。

実習服はカーキ色、折り襟の上下服、

ゲートル地下足袋姿であった。獣医畜

産科は昭和の初めは実習服としてカー

キ色のオーバーのようなものを着用し、

ゲートル地下足袋は必要に応じて使用

したが、後には農科や養蚕科と同じ実

習服になった。

農科蔬菜実習 林科害虫駆除実習 

ソーセージの製造実習 

（『山口県立山口農業学校百年史』より） 
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獣医畜産科実習 

獣医科の実習は、農科・養蚕科とは別に行った 

明治４３年に完成した寄宿舎 

（『山口県立山口農業学校百年史』より） 

洗濯も自分たちで 

（『山口県立山口農業学校百年史』より） 

散髪は交代で行う 

（『山口県立山口農業学校百年史』より） 

獣医科附属家畜病院の設置 
大正３（1914）年、従来獣医
科の実習に使用されていた手

術室兼解剖室を一般の家畜の

診断、治療および入院のため

の病院として、また、生徒の研

究を深める実習材料の場として

開設した。獣医師は農学校の

獣医科教員が担当し、校外治

療の依頼にも応じた。

寄宿舎
大正期における農業学校の教育方

針である技能の習得とともに、徳性の

涵養と人格の陶冶は主として寄宿舎で

の生活や実習で指導された。昭和に入

ってからは寄宿舎に教練教官が舎監

心得として配属され、訓育の徹底が図

られた。農業精神、勤労精神の高揚の

ため、寄宿舎では勤労主義作業が重

視され、舎の周辺には菜園、果樹園、

養鶏場が設けられた。勤労作業は、朝

食や実習の後のわずかな時間に行わ

れた。
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家畜舎（『山口農業高等学校１００年史』より） 

獣医教育の再興 
大正１５(1926)年に制定された「獣医
師法」により、従来、農業学校卒業生に

は無試験で与えられていた獣医師免許

が、専門学校以上の卒業生でなければ

交付されないこととなった。（ただし経過

措置として施行後１２年以内は旧規則

による免許資格が認められた。）これに

より、昭和１１（1936）年、小郡農業学校
開校以来の歴史を持つ、県下唯一の獣

医師養成機関であった獣医畜産科の獣

医部門が廃止された。 

獣医師法は獣医学教育の程度を高めることを法に明示し、獣医師免許資格の質を向上

させたが、一方で獣医師の著しい不足を招いた。 

第二部獣医科の設置
昭和１２年以降、獣医師は海外へ多数動員された。食糧増産の技術者とともに、獣医畜

産の技術者養成もまた、緊急の課題であった。特に獣医師の養成、確保は国防上、その必

要性が強く認められた。 

昭和１４年４月、獣医師試験規則が制定され、農業学校に第２部獣医科の設置が認めら

れた。これにより山口県立小郡農業学校は修業年限２か年、定員４０名の「第二部獣医科」

を新設し、獣医師試験の受験資格を得られるようにした。 

昭和１５年には、深刻化する獣医

師不足に対する緊急措置として「獣

医手制度」が設けられた。獣医手は、

農学校第二部で獣医学を修めたも

のにも資格が与えられた点や、１０

年間という期限付きであった点など

で獣医師とは異なっていた。小郡農

業学校の第二部獣医科でも多くの獣

医手が育成された。また、この同年、

獣医科も復活し、翌年には畜産科と

統合して再び獣医畜産科となった。 

獣医師法（大正１５年公布） 
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山口高等獣医学校設置認可の告示 

（文部省告示第１１０号）

山口高等獣医学校の生徒と馬 

山口高等獣医学校の創設 
昭和１６（1941）年以降、特に工、医、食糧増産を目
指す農、海外進出を目指す拓殖などの教育機関の拡

充や新設が国策として図られ全国的に専門学校が新

設、増設された。 

山口県でも、昭和１９年、畜産技術員の需要増加に

対応するため高等獣医学校の設立が可決された。山

口県立小郡農業学校の第二部獣医科は、本校から分

離独立して専門学校となることとなった。獣医専の設立

に際して、県は建築費として１４０万円の支出を決定し、

小郡町も設備費全額となる７０万円（現在の金額に換

算して約９０億円）を地元負担として支出することとした。

終戦直前の財政難の時期に町がこれだけの巨額の出

資を決めたことからも、高等教育機関の設置に関する

地元の熱意と努力がうかがえる。

こうして同年４月、山口県立山口高等獣医学校が誕

生した。修業年限３年、学科は獣医畜産科のみで入学定員４０名の小規模の専門学校で

あった。なお、旧法により獣医師養成を行ってきた県立農学校は全国で１３校あったが、獣

医師法制定後、公立の専門学校になったのは、大阪高等獣医学校（昭和１７年１月）と山口

高等獣医学校の２校のみであった。 

この学校の卒業者は、無条件で以下の免許、資格を取得することができた。 

  ・学士の称号（学校名を冠する） 

  ・無試験での獣医師免許証 

  ・高等学校２級、中学校１級教諭（生物、理科、畜産、保健）免許 

また、優秀な陸軍獣医官を確保、育

成する目的で、陸軍省給費の委託学

生の制度があった。富山県、高知県、

鹿児島県など遠方からの受験生があり、

単科の獣医専門学校の高い人気がう

かがえる。 

 昭和１９年４月２６日、高い競争率の

中から選ばれた５５名（４名の委託学生

を含む）の新入生を迎え、山口高等獣

医学校の開校式及び第１回入学式が

行われた。 
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小郡町市街図（『小郡町史』より）

山口高等獣医学校仮校舎 

（小郡高等女学校校舎）
山口高等獣医学校（山口獣医畜産専門学校）跡 

校舎移転 
創立当初は、校舎の新築もならず小郡農業学校に同居していた。小郡町新丁にあった

小郡高等女学校が小郡農業学校に合併され農業科女子１部・２部となって移転したため、

その校舎を仮校舎とすることとした。７月１０日に移転し、午後には移転式を挙行した。 

移転当時は、食糧や物資が不足している時代であったため、校舎はあっても、顕微鏡を

はじめとする器材、学生の実験、実習室もなく獣医学校としての設備が整っていなかった。

グランドも狭小ではあったが、後には１～３期生でバレー、ソフトボール、軟式野球、陸上競

技が始まり、高専陸上競技で優勝者も輩出した。 

小郡農業学校 

小郡高等女学校 

寮 
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当時の教科書（旧農学部所蔵） 

当時は馬学が中心であった

昭和１９年校務日誌 

（上）草刈り実習の様子

（左）昭和１９年校務日誌

小郡岩屋権現堂に田植勤労奉仕に出動した記録 

当時は勤労作業も多く行われた 

学生生活 
開校当時の教育 
山口高等獣医学校の開校当時は、すでに教育が十分に行える状態ではなかった。 

初代校長の海老原初太郎は農林省馬政局に勤務していたが、県知事の懇請により、昭

和１９（1944）年７月に山口高等獣医学校の校長として着任した。発足当時の教員には井
原英一（解剖・病理学）、山下与四蔵（家畜）、田中守（体育・生徒主事補）、池上至

（独語・人文・道義・生徒主事）、溝口五郎（化学・生理学）、青木猷彦（化学）がい

た。

物資不足の中、教科書やノートもままなら

なかったが、解剖・病理学、家畜学、体育、

独語、人文学、化学などの授業が行われた。

解剖・病理学担当の井原先生の授業で

は、ラテン語の原名が連なり、多くの生

徒が頭を悩ませたという。当時は日曜

日にも授業を行うことがあった。 

また、解剖実習の他に牧場、農場で

の実習も行われた。小郡町の北東、八

方原に学校実習園があったが、戦時下

の食糧不足もあり１～３期生は牧場実

習の代わりに草刈やサツマイモ、南瓜、

大豆の植え付けを行った。 

昭和２０年８月、食糧事情の悪化と赤痢患者の発生で栄養状態が極限に達したため、つ

いに授業は中止に追い込まれた。 
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（右）昭和１９年寄宿舎炊事部日計表 

「一人出征に付夕食より差引」とあり、時代がうかがえる 

高木断食寮（山口県立山口図書館所蔵『高木式六法衛

断食体験録』より）

高木式断食療法で全国に名を知られ、県内外から

多くの入寮者があった 

断食療法に加え食事療法、生体療法なども行われ

ていた 

寮での生活 
第１～２期生については、１年生の間は全寮

制であった。寮は本校舎から徒歩５～６分の蔵

敷通りにあった旧制鴻城中学の寄宿舎の跡地

で、粗末な木造の建物であった。寮は班単位で

規律正しい生活だったという。別棟に食堂があ

り、主食は白米に、麦、コウリャン、大豆、大豆

粕など種々雑多に混合されていたもので、味噌

汁は塩味に少々色がついている程度であった。

食糧不足のため、賄い方は大変な気遣いや苦

労をしたようであるが、成長盛りの学生は食事

が足りず、寮を抜け出し近所の芋畑に忍び込み

暗がりでむさぼったという。 

昭和２０（1945）年、赤痢患者の発生により、
運営が困難となったため９月１０日で寮は閉鎖

となった。 

下宿での生活 
２年生になると下宿生活が許された。

食事は賄屋が多かったが、一日中お腹

を空かせた学生たちは、町で食べ物屋

を探して歩いた。物はなくても心は豊か

で、ゲーテに興じ、ハイネを愛し、ニー

チェを論じ、古本屋で見つけた哲学書を

回し読みもした。 

学校近くの高木断食寮にも多くの学

生が下宿をしていた。断食して療養に

専念するこの建物の一室で、ある学生

がすき焼きをしたため、窓を開放してい

た患者の部屋に食欲をそそる香りが流

れ込んでしまいひんしゅくをかったという

エピソードもある。 
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学生生活のひとコマ 

山口獣医畜産専門学校へ改称 
昭和２０（1945）年、実業、技術系高等専門学校が全国一律に専門学校と改称すること
にともない、山口獣医畜産専門学校と改称した。 

終戦後は社会の混乱と共に学園生活も乱れ、翌年４月には編入者を含めても学生数が

４０名を下回る状態となった。その後昭和２３年末をもって、下関市の長府校舎へ移転とな

り、一時は廃校の危機に瀕したが、翌年には新制山口大学として移行することとなる。 

校舎前にて 第２回記念開校祭

（左上）高木断食寮にて 

（上）バレー部 

（左）小郡駅構内にて
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開校当時の下松工業学校 

（『久原房之助』より） 

工業教育の芽生え

実業教育としての工業学校 

幕末、長州五傑の一人としてイギリスに密航した山尾庸三は、帰国後、新政府で工学に

関する重職を歴任し、日本の近代工業の確立に尽力した。明治４（1871）年、山尾の提唱
により工学寮が設立され、工業教育による人材育成にも力がそそがれた。 

山口県では藩政期以来、農業を中心とする産業構造が続いていたが、明治１０年代に入

り、県の勧業施策として製茶・製紙などの諸産業が推進される一方、県内各地で新事業が

興り、新産業の開発と育成の素地が築かれた。 

明治３０年代に入ると、国内産業の飛躍的な発展から工業教育を含め、実業従事者の

組織的な養成が必要とされた。明治３２年２月、文部省は実業学校令を公布し、工業学校・

農業学校・商業学校・実業補習学校を法制上の実業学校とした。 

これにともない、県は明治３６年７月、光市室積に県立工業学校を設置し、造船及び機械

工業従事者の養成を目指した。明治３７年、日露戦争が勃発し、県は財政見直しのため工

業学校の縮小を図ったが、地元に受入産業がなく卒業生の多くが他県に就職していたこと

から、大正３（1914）年には廃校となり、その施設は第二師範学校に転用された。 

県立工業学校の再興 
第一次世界大戦後の産業の発達により、実業教育の必要性はさらに高まり、大正９年に

は実業学校令の改正が行われた。 

この頃、山口県でも一旦は廃校となったも

のの、郷土の産業人の大きな支援を受け、県

立工業学校が再興された。 

 大正８年、県は工業学校の設置を決議した。

これをうけて宇部では宇部共同義会が寄附

金を募り、設立に必要な３０万円を県に寄附

した。これにより大正１０年、山口県立宇部工

業学校が設立された。宇部共同義会の期待

に応えるべく、すぐれた技術者を育成するた

め、入学は非常に狭き門であり、卒業も難易度は相当に高かったという。 

一方、下松では久原房之助が大規模工場建設を計画していたが、戦争の影響を受け頓

挫していた。そのため、地元への謝罪と工業技術者の育成を意図して、大正８年、久原は

工業学校設立費用として３３万円を寄附した。これにより、大正１０年、山口県立下松工業

学校が設立された。 
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渡辺祐策 

（『素行渡辺祐策』より） 

私立の工業学校 宇部徒弟学校 
大正３（1914）年、室積の県立工業学校が廃校となった年、工業都市として発展してきた
宇部で、渡辺裕策が、経営する炭鉱の機械部門である新川鉄工所を創業し、同時に下級

工業技術者の養成を目的として私立の宇部徒弟学校を設立した。 

学校の設立資金と運営費は全て渡辺が負担した。また、生徒の授業料は一切免除、学

習に必要な書籍・器具類は貸与し、実習手当も支給した。寄宿舎も設置されたため、入所

生の負担は食費１０円のみであった。その後、宇部工業学校と改称するが、大正１０年の

県立宇部工業学校設立に伴い、長門工業学校と改称した。 

宇部共同義会と渡辺祐策
山口大学工学部のある宇部は、現在は工業都市として知られ

ているが、その発展の礎を築いたのが、村民で組織された宇部

共同義会と渡辺祐策である。 

宇部共同義会は明治１９（1886）年に創設された。当時の宇部
は人口６千人の一寒村にすぎなかった。宇部で石炭産業が盛ん

になったのは、維新後、萩藩の家老だった福原家が、他村に渡っ

た採掘権を宇部のために買い戻したことに始まる。宇部の人々

は権利を譲り受けて共同で管理する宇部共同義会を設立、各炭

鉱の経営は、「宇部式匿名組合」と言われる独特のシステムで行われた。これは、一人の

頭取に絶対的な信頼を置き、権限を与え、給料は全員同額で、食事も炭鉱側が賄うという

ものである。 

その後、石炭の需要の高まりにより共同義会は、相当な財を蓄える財団（大正１２年に法

人化）に成長し、郷土の公共施設・社会福祉・教育文化の３つを主な対象として巨額の寄附

活動を行った。中でも教育には特に力を入れ、各地に新設された小学校の講堂や全国初と

なる村立の中学校・村立宇部中学校の建設、県立宇部工業学校の誘致などに、その財を

投じた。また、昭和１４年には、山口大学工学部の前身である宇部高等工業学校創設に際

し、常盤台の敷地３万８千坪を建設用地として宇部市から国への寄贈という形で用意した。

宇部共同義会は、昭和２８（1953）年、宇部市立図書館建設費に全財産を寄付し、その歴
史に幕を閉じた。 

渡辺祐策は、宇部共同義会の中で最も成長した沖ノ山炭鉱の頭取を務めた人物である。

炭鉱経営を軌道に乗せると「埋蔵量に限りのある石炭を掘り尽くす前に、その富を無限の

技術に転換しなければならない」との理念から、炭鉱経営で得た資金を元に、宇部新川鉄

工所、宇部セメント製造、宇部窒素工業（これら３社と沖ノ山炭鉱が合併して宇部興産株式

会社となる）、宇部電気鉄道（現在の JR 小野田線）などを次々と起業し、教育機関や上水

道、港湾等の社会基盤の整備にも尽力し、宇部村発展に大きく貢献した。 
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官立宇部高等工業学校の創立 

官立高等工業学校の誘致 

昭和の初頭、国内には工業に関する高等技術者を養成する専門教育機関として、旧制

中等学校から直接入学できる官立の高等工業学校、あるいは専門学校が全国に１８校存

在していた。昭和１３（1938）年、戦局が拡大する中、技術者の拡充を図るため、文部省は
新たに７つの官立高等工業学校を増設することとした。国内での地理的な配分を考慮した

結果、山口県に新設するよう立案された。 

当初は、政治的・教育的環境の観点から、山口市が候補地とされたが、山口市は文部省

の要求する土地や資金を提供し得る財政的余裕を持たなかったため、結局断念した。そこ

で当時、新進工業都市として発展の段階にあった宇部市が、鉱工業に必要な人材の確保

という点からも工業に関する高等教育機関の設置を希望し、高工誘致に名乗りを上げた。  

建設用地には、宇部市が一望できる広々とした高台（現在の常盤台）が候補として選ば

れ、市の交渉の結果、約４万坪にも及ぶ広大な土地が確保された。宇部市からの寄附（土

地のほか、学生寮、教官官舎の建築費及び現金４０万円）や地元企業からの寄附（現金７

５万円）の申し出を受けた県は、さらに現金４０万円を添えて政府に高工設置を願い出た。 

これにより昭和１４年、修業年限３年の官立宇部高等工業学校（以下「宇部高工」という）

が誕生した。同時に室蘭、盛岡、多賀、大阪、新居浜、久留米にも官立の高等工業学校が

開校した。 

昭和１３年頃の宇部市 
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鵜之島の仮校舎 

福井私城 

学生募集と入学式 

昭和１４年（1939）５月２３日には生徒
募集要項が告示された。募集人員は機

械科、精密機械科、工作機械科、鉱山

機械科、採鉱科の５学科各４０名で合計

２００名、入学試験は６月に宇部と東京

で行われた。 

学生は広く全国から集まり、７月１１日、

第１回入学式が仮校舎の鵜之島小学校

の講堂で挙行された。 

 入学試験日が通常の入試時期より遅くに設定されたことで、旧制高校の入試に失敗した

者が多数入学したこともあり、他の既設の高工に比べ、旧制高校に近い自由闊達な雰囲

気があった。 

初代校長 福井私城と教師陣
文部省は宇部高工設置準備の世話校として東京工業大

学を選んだ。その責任者が東京工大予備部主事で理学博

士の福井私城であった。 

福井校長は当時の宇部では唯一の勅任官（明治憲法下

で勅旨により任命される高級官吏）で、官位は県知事より

上であったが、宇部の人々は官立高工の校長を旧制中学

校の校長くらいにしか思っていなかった。そのため、宴会の

席で福井校長が一番上座に座ったことに、皆大変驚いたと

のエピソードがある。 

 宇部高工発足当時は、機械、鉱山、基礎の三部制がしか

れており、笠松儀三郎、樋口誠一、松山英太郎がそれぞれの部長に就任した。基礎部を独

立した部として位置づけたのは、高工教育に数学、物理、化学などの基礎科目のみならず、

人間形成に必要な人文系学科をも重視した福井校長の英断であった。 

校章と教育目的

宇部高工の校章の図案は学生たちから募集された。 

福井校長は、この校章の形から宇部高工の教育目的を「真・善・美」

であるとまとめた。 
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常盤台新校舎への移転 

学生は自分たちの机に竹棒を差し、２人１組で肩に担いで鵜之島より常盤台まで歩いて運んだ。 

完成した新校舎 

新校舎の完成－鵜之島から常盤台へ
昭和１４（1939）年１１月、宇部高工の校舎、官舎、寮の第一期工事が起工された。工事
費は２１万２千円であった。翌年４月、新校舎が常盤台（「常盤台」という呼び方は初代校長

による）に完成し、新学期の授業は新築の校舎で行われることとなった。運動場の整地は、

すべて学生による奉仕作業で行われた。 

 その後も建設は急ピッチで進められ、１７年春には、本館や講義室、実習工場、実験棟な

どが完成し、校門などの付帯工事を残すのみとなった。工業に関わる人材の育成が国の急

務とされたこともあり、人材や資材が不足がちであったにもかかわらず、異例の建設スピー

ドであった。 

山口大学の来た道3  山口高等学校から専門学校誕生まで59



実習の様子（昭和１７年頃）

講義風景（昭和１６年頃） 

開校当時の教育
宇部高工の発足した昭和１４（1939）年には大学、
高校、専門学校の修業年限の短縮が決定され、宇

部高工の第１期生、２期生も繰り上げ卒業となった。

昭和１７年には工業化学科（定員４０名）が新設され、

その後毎年、機械系・鉱山機械、採鉱学科は大幅な

増員を続けた。機械系技術者の増強やエネルギー

政策への重点化など、時代の要請が教育にも大き

な影響を与えていた。 

履修科目には全科共通のものと各科の専門のも

のがあり、授業はクラス単位で行われた。全科共通

の科目の中には、３学年全てに課せられる「修身お

よび国民科」など当時の世情を強く反映したものも

あった。また、機械科や採鉱科では、外国語として

中国語の履修が課せられていた。 

昭和１６年１２月、第１期生１６３名が常盤台

を巣立った。昭和１９年には、工業教員養成

所（機械科）を附設、宇部工業専門学校へと

改称した。１期生から３期生までは２年半の修

業年限ながら、ほぼ時間通りに授業がなされ

たが、秋以降は、３年生、２年生は工場や鉱

山へ勤労動員として駆り出されたため、現地

での出張授業も行われた。 

製図実習（昭和１７年頃） 化学天秤測定（昭和１７年頃） 
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渡辺翁記念館前を通過 正門へゴール 

売店の様子 

物資不足のため入荷時には行列ができた。 

朝礼 

毎朝、朝礼があり、学生・教職員全員が参加しラジ
オ体操などをした。 

学内行事・学生生活

名物行事10里マラソン 
毎年２月１１日には４０キロメートルのマラソン競技が催された。琴芝八幡宮裏より木田を

経て舟木まで走り、引き返して西宇部から市内に入ってゴールインするというコースが選ば

れた。時間を競うほか、忍耐力を養うということで、完走することが要求された。この競技に

は教官たちも仲間入りした。 

学生生活の様子 
当時の学生は蛇腹の学生帽に黒の詰襟が標準的なスタイルだ

った。靴が正式だが、物資不足のため杉下駄がすり切れて割れる

まではいた。夏は学生帽の代わりにカンカン帽をかぶることが許さ

れた。学校に至る田んぼ道を白いカンカン帽の列が揺れて登って

くるのは微笑ましい初夏の風物であった。 
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トランプをする寮生（鵜之島寮で） 

鵜之島寮から常盤寮へ 青春を謳歌した日々
昭和１４（1939）年７月、入学後１年間は全
寮制のため、新入生は鵜之島の仮寮に入居し

た。学生はこの新設の高工を、いかに伝統あ

る既設の学校に負けないものにするか、毎夜、

寮室で議論に明け暮れ、挙句、三々五々意気

投合して町に繰り出し気炎をあげたという。 

昭和１５年、鵜之島の仮寮より引っ越した寮

生たちは、新築の常盤寮で生活をはじめた。

各部屋３、４名が起居をともにし、寮生の中か

ら選ばれた全寮総務が寮の自治を統括した。

学校側では、寮生の監督、相談相手として、舎監や生徒主事、生徒主事補等がその任に

あたった。 

昭和１７年頃には、常盤寮は第１から第６寮が建築され、西日本有数の収容人員を誇る

学生寮となっていた。２月、新築まもない第６寮が火災を起こしその数部屋を焼失した。原

因は当時寮内で禁止されていた、タバコの不始末によるものであったらしい。 

寮祭 
寮の行事は、何といっても寮祭で

あった。京都帝大名誉教授の愉快な

講演あり、のど自慢大会あり、各科

苦心の熱演劇もあって、夜の更ける

のも忘れて楽しんだ。学生たちは、

自由闊達に、エネルギッシュに、学

校生活を送った。 

完成した常盤寮（１・２・３寮） 
日曜日の寮掃除 
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好生堂長屋門 （『萩市史』より）

華浦医学校の校舎と生徒

（『山口大学医学部５０周年記念誌』より） 

医学教育の芽生え 
防長医学教育のはじまり 
享保４（1719）年、萩藩校「明倫館」が創設され、藩士子弟の教育は大きく進展した。教授
陣の中には医家もいたが、医学教育は行われていなかった。１９世紀に入ると三田尻で、

佐伯玄厚、杉山宗立らによって蘭学の研究がはじめられ、文政６（1823）年には、徳山藩が
藩校「鳴鳳館」内に医学館を併置して医学の講義を開始した。ドイツの医家シーボルトが長

崎に渡来したのもこの年であった。 

 萩藩では、天保１０（1839）年、大阪や江
戸で蘭学を修めた青木周弼が藩医となり、

翌年、医学所が設立され、医学教育が行

われるようになった。この医学所は「好生

館」、「好生堂」と改称し、明倫館に移され

た。慶応２（1866）年には、藩政府の山口
移転にともない、医学教育機関である好

生堂も山口に移され、山口好生堂と萩の

分館に分かれた。 

県立医学校の創設と廃止 
明治維新後、新政府によって旧体制から新体制へとさまざまな再編が図られる中、医科

学教育にも変化がもたらされた。明治５（1872）年には、全国に先駆けて医術試験である
「壬申考試」が山口県で施行された。同年、県は下関に赤間関医学校を開設した。 

幕末に医学教育の中心をなした、山口好生堂は山口県立山口医院と改称し、明治７年

に山口から三田尻に移され、山口県立華浦医学校となった。明治９年、県立赤間関医学校

が廃止され、華浦医学校に統合されたが、翌年には県の財政難によりこの華浦医学校も

私学化された。明治１３年に、華浦医学

校は山口県医学校として再興したが、明

治１６年には廃校となった。 

明治２０年、県内各地の医師たちは県

の医療体制の強化と医療水準の向上を

図るため、山口県医会大集会を開催し、

明治４２年には山口県医師会を設立した。

しかしながら、医師養成のための教育機

関を復活させるまでには至らなかった。 
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旧校舎全景 

渡辺剛二 

山口県立医学専門学校 

山口県立医学専門学校の創立 
明治期に県立医学校が廃止された後、県内の医学教育機関の再興はかなわないまま

に約６０年が経過したが、次第に医師の必要性は高まり、文部省は全国各地に医学専門

学校の設立を計画した。このような状況を受けて、昭和１９（1944）年２月、県は県立専門学
校の設立を可決した。同年４月、宇部市下宮地（現在の北琴芝）に山口県立医学専門学校

（以下「山口医専」という）が設立された。なお、この年、北海道、福島、神奈川、山梨、京都、

大阪、兵庫、福岡に、翌年には、秋田、奈良、和歌山、広島にそれぞれ公立医学専門学校

が急造されている。 

山口医専の設立にあたっては、宇部興産株式会社会長

で、県医師会会長でもあった渡辺剛二（渡辺祐策の次男）

の絶大な尽力があった。渡辺は、設立資金として５０万円も

の寄附を行い、各会社や個人有志、山口県下の医師会、

歯科医師会、薬剤師会等の医療関係からも寄附を集めた。

山口医専の設立資金の総額は２５０万円とされていること

からも、渡辺の寄附がいかに巨額のものであったかがうか

がえる。また、山口医専の附属病院には、沖の山同仁病院、

東見初病院、市立伝染病院が充てられたが、同仁病院と東

見初病院は、渡辺が会長を務める宇部興産株式会社が設

立した病院である。 

 山口医専の創立により、６０年の間途絶えていた山口県の医学教育の歴史に再び灯がと

もされることになった。昭和２０年には２期生が入学したが、４月に入学式だけが行われ、始

業式は７月１日となった。講義もままならない状況の中、終戦を迎えることとなった。 
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水田信夫 

昭和初期の沖の山同仁病院 

（『素行渡辺祐策翁』より）

山口大学医学部構内にある句碑 

もう一つの医専設立計画
 昭和１９（1944）年の山口医専設立の数年前、実は渡辺剛二らによって、私立医専の設
立計画が立てられていた。この計画の中心人物は、渡辺剛二と沖の山同仁病院院長の水

田信夫であった。 

水田は田布施町に生まれ、京都帝国大学医学部を卒業。

昭和１４年、勤務していた京都帝大医学部を辞職し、沖の

山同仁病院の院長として着任した。水田は、地元に医学校

を設置する必要性を強く感じ、京都帝大医学部の内野仙治

に相談するとともに、病院の経営責任者でもある渡辺にも

医専設立の必要性を熱心に説いた。水田の話を理解した

渡辺は、協力を惜しまず自らも設立運動の先頭に立って活

動した。 

昭和１５年、渡辺は水田や小郡で医師をしていた山本辰

隆と発起人となって「宇部医学専門学校設立要項」を作成

し、県下の行政要員や医師会会員などに配布した。この設立要項には目的や生徒定員、

学科、さらには寄附金の払込予定や経営方法や予算などが、かなり具体的に記されており、

医専設立計画に対する力の入れようが見てとれる。（設立要項の詳細については、吉井善作, 

粟屋和彦. 山口県医学教育小史（３）幻の宇部医学専門学校. 山口医学. 1984, Vol33, No5, p.397-407.

を参照）

しかしながら、周囲の反応は芳しくなかったよう

である。結局、この設立計画は実現せず、昭和１９

年の県立医専の設立をもって、ようやく実を結ぶこ

ととなる。山口医専の設立にあたって、渡辺が積極

的に尽力したのも、かつてかなわなかった医専設立

計画があったためでもある。昭和２０年、水田は同

仁病院院長と山口医専の講師を兼任。昭和２２年

からは山口医専の専任講師として、医師の養成に

尽力した。 

俳人・水田のぶほ 

医者として大きな功績を残した水田信夫には、俳人と

しての顔もあった。京都帝大医学部の師である松尾い

わおに勧められ俳句と出合い、晩年には句集『二人静』

を刊行。俳人の育成をはじめとし、山口県俳壇の輪を広

げ、振興にも尽力した。 
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冨田雅次校長 

中村正二郎教授 

医化学 

力武一郎講師 

ドイツ語 

尾曽越文亮教授 

解剖学 

斉藤幸一郎教授 

生理学 

吉良貞敏教授 

同仁病院から転任 

初代校長冨田雅次と建学の精神
昭和１９（1944）年、山口医専の初代校長として台北帝国
大学医学部教授であった冨田雅次が着任した。冨田校長は、

知事に対し以下のような教育方針と経営計画を示した。 

１．昭和の松下村塾を建設したい。 

  学生の訓育は学生と教師が同居し、寝食を共にすることを

第１要提とする。 

２．軍人医学の速成教育を念願とし、優秀なる内外科教官を

迎え外科手術と傷病手当の実習を主とし、内科診療には結

核と伝染病に主力を置くこと。 

３．戦争の長期に及ぶことを思い、食糧問題の危機に備えて蛋白化学研究所を新設するこ

と。 

４．宇部地方の産業開発に即応し産業医学研究所を新築すること。 

５．他大学に模倣することなく、常に率先して独創的計画を樹立すること。 

これら諸計画遂行にあたっては、全責任は校長１人が負担すること、事務当局には常に

有能な人物を差し向けること、人事問題と学生入学に関して一切外部からの干渉は受けな

いことを条件として、校長就任を引き受けたという。 

冨田校長以下、諸教授は、学生と起居を共にし、文字通り松下村塾に倣う教育を実践し

た。終戦後、冨田校長は軍医養成校の長としての責任を取って退官した。 

創立当時の教授たち
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階段教室での講義 

被爆資料を手に冨田校長と家森教授 

学校生活・学生生活 

授業・実験 
 創立当初の講義は毎日ドイツ語、医化学、

解剖の繰り返しと集中講義の連続であった。

また、現役将校による軍事教練も週２時間

必須であった。戦時下のため、研究設備は

おろか、学習実習器具さえなかった。参考

書などは皆無で、学用品、筆記するノート

も図書館もなかった。学生は時折、書店の

店頭に現れる配給の書物をむさぼり読ん

だ。そのような中、実験器具として備えられ

た顕微鏡は当時自慢のもので、空襲があ

るたびに奉安殿に格納していたという。 

 昭和２０（1945）年７月２日の空襲により、宇部の街は一面の焼野原となった。焼け残った
山口医専の校舎には負傷者が収容された。医師は外科の医師１人のみであったため、学

生達も、焼け出されて同居していた同仁病院の看護婦に教えられながら治療にあたった。 

長崎原爆被害調査団派遣 昭和２０年９月１２日～９月２０日 

 昭和２０年８月９日、長崎に原爆が投下された。広島が

壊滅状態のため長崎に行くことのできた大学は九大、熊

本医大と山口医専の３校であった。山口医専からは冨田

校長以下、教授６名、助教授１名、学生１８名が直ちに長

崎に赴き救護、調査にあたった。当時の山口医専は解剖

刀さえない状態で、出発間際に闇市で包丁を買い求め、

唯一の解剖刀として持って行ったという。 

病理解剖の実習室 解剖実習室 
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（左上）校章（『霜仁会歴史誌』より） 

（上）当時の医専生

寮生活 
 創立当時の山口医専では市内の旅館や民家などを寮として使

用しており、それぞれ学生が分散して生活していた。 

運動会・仮装行列 

 昭和２０年４月２５日、第１回開学記念として４地区（山口東部、山口西部、広島・関西、九

州・関東）対抗で、野球と運動会を行った。 

また１０月には、終戦直後の沈滞するムードの中、運動会を行った。多くの市民がつめか

け、特に仮装行列はその後宇部市の名物となった。 

角帽の医専生 

創立当時は、戦争中のため衣料もなく、

黒の学生服などはあっても古着で、大体

の学生が中学時のナッパ服（薄青色の

労働服）であった。それでもセルロイド製

の校章のついた黒の角帽・白衣だけは開校時に教師た

ちの苦労によって準備された。 

当時、宇部市には官立工業専門学校もあり、そこの

学生は丸帽をかぶっていた。それに対して山口医専の

学生は角帽であり、一種のトレードマークのようになって

いた。校章のデザインは冨田校長、中村、力武、尾曽越

教授４名の合作であった。 

第１回開学記念運動会の様子 仮装行列 

第１寮（宇部鍼灸所） 
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集団勤労作業の様子（昭和１５年） 

(山口高等学校團誌「鴻南」１号」より)

椹野川改修（昭和１４年） 

混乱の時代を経て、そして… 

各校の勤労作業 

山口高等商業学校（山口経済専門学校）

昭和１３（1938）年に集団勤労作業が開始され、
夏期休暇中に全生徒は６日間仁保川支流の河川

改修、築堤作業に従事した。昭和１４（1939）年夏、
文部省主催で「興亜学生勤労報国隊」が組織され、

山口高商からは助教授１名、生徒６名が参加した。

また昭和１７年には、修業年限が６カ月の短縮とな

り、教練、勤労作業の時間が著しく増えていった。 

山口高等学校 

旧山高でも、椹野川の堤防強化作業が実施さ

れた。昭和１６年には、稲刈奉仕や蕎麦の刈入

れが行われている。また、１年生は１週間、広島

へ奉仕作業に出掛け、団体訓練、時局認識等の

体験をした。昭和１９年、３年生が工場に出動し、

翌年には、２年生が彦島へ、新入生は防府市の

協和発酵へと動員された。  

山口県師範学校（山口師範学校）

昭和１３年に開始された集団勤労作業は、そ

の後恒常化され、出征軍人家庭の田草採り、道

路の修繕なども行っていた。師範学校の勤労動

員は教員養成の重視から特例として扱われてき

たが、しだいに戦局が苛烈を極め、昭和１９年に

は、師範学校生徒でも例外なく勤労動員に駆り

出されることになった。 

昭和２０年４月、戦前最後の師範学校生徒が

国民学校高等科を卒業して入学した際、本科生

徒はほとんど学外勤労に動員され、残った予科生徒にも授業らしい授業はなく、山口大神

宮奥での農場開墾作業等が毎日のように課せられた。 

下関石切場での集団勤労作業 

（昭和１４年７月２１日～２５日）
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宇部高等工業学校（宇部工業専門学校） 

工場や鉱山での集団勤労作業の傍ら、宇部高

工では軍事教練が行われた。萩２０里夜間行軍は

体力の限界に挑むもので、歩兵銃を担ぎ、砂袋の

入った重い背嚢を背負っての宇部から萩間の夜間

行軍は、後々まで語り草になった。 

山口県立小郡農業学校

昭和１６（1941）年以降、勤労動員は農村労働
から工場労働へと移行され、修業年限を短縮して

産業部門へ配置された。獣医科の生徒４８人は、

移動家畜診療班を結成し、県下各地に出動し獣

医師不足緩和を図った。期間中、診療した牛馬は

延べ 2,000 頭にも上った。 

 小郡農校からも「興亜学生勤労報国隊」として農

科、農蚕科、畜産科の１０人の学生が安達県薩爾図（サルト）に派遣された。また、北海道

の農業従事者の不足を補うため、「北海道勤労報国隊」として派遣された。

山口高等獣医学校（山口獣医畜産専門学校）

昭和１９年、大津郡で道路及び橋梁の災害復旧作業などに従事した。昭和２０年４月に

は、入営延期が認められなくなった。そのため専門学校へ改称後の初めての新入生５０名

の大半は、入学後２ヶ月足らずで学徒動員令により、鳥取種馬所（６名）、福岡県種育場（６

名）、四国種馬所（５名）に分散動員されたり、軍隊へ応召するなどで学舎を離れていった。 

山口県立医学専門学校 

疎開家屋の解体作業や、特牛や大津郡人丸で壕堀作業を行った。また、医学の知識を

活かして昭和２０（1945）年の宇部大空襲の際には、負傷者の治療にあたり、８月には原爆
投下直後の長崎に赴き救護と調査にあたった。 

 昭和２０（1945）年春、県下の高等教育機関は、山口高等学校、山口師範学校、山口青
年師範学校、山口経済専門学校、山口県立医学専門学校、宇部工業専門学校、山口獣医

畜産専門学校となっていた。そして８月１５日の終戦を迎えた。 

学園では、学生や教職員が学徒動員や軍隊から徐々に復員した。混沌とした世相では

あったが、暗い戦争の谷間を抜けだした解放感に学生達はひとまずの自由を胸一杯に吸

える充実感にあふれていた。 

山口県立小郡農業学校報国隊 

（『山口県立山口農業学校百年史』より） 

重い背嚢を背負っての行軍
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年　　表
山口大学前史 県域事項 国内・海外事項

1905年
（明治38）

「山口高等学校」を「山口高等商業学校」に改
称。4

山陽鉄道会社、下関～釜山間の連絡航路
開始。4
防長女子教育会の創立。2

日露戦争講和条約調印。9

1907年
（明治40）

村立日置農業補習学校設立。4
小学校令改正。義務教育が6年間とな
る。3
南満州鉄道開業。4

1908年
（明治41）

山陽鉄道、国立鉄道となる。5
皇太子山口行啓。4.8
山口高商英語教師ガントレット、阿武川上流
の峡谷美（長門峡）を世に紹介。夏

第２次桂内閣成立。外務寺内正毅。7

1909年
（明治42）

専売局、三田尻製塩試験場を設置。8
種痘法公布。4
伊藤博文、ハルピン駅で暗殺。10

1910年
（明治43）

「山口県立農業学校」を小郡に移転。7 防府電灯・宇部電気・萩電灯会社を設立。 韓国併合、朝鮮総督府設置。8

1911年
（明治44）

下関に秋田商会創立。12
西田幾多郎『善の研究』刊。1
帝国劇場開場（日本初の洋式劇場）

1912年
（明治45）
（大正元）

小郡電灯株式会社開業。4
小郡・萩間乗合自動車営業開始。12
山口県教育会、私立防長教育博物館を設
置。4

第5回オリンピック（ストックホルム）開
催、日本選手初参加。7
明治天皇崩御、大正と改元。9.13

1913年
（大正2）

国鉄山口線小郡-山口間開通。2
郡立大津農林学校（乙種）開校。4
中村高等実科女学校開校。9

桂内閣が辞職（大正政変）。
学校体操教授要目制定（兵式体操を
教練と改称）

1914年
（大正3）

「県立室積工業学校」を廃し、「山口県室積師
範学校」創設。4
「山口県師範学校」を「山口県山口師範学校」
と改称。4

下関に梅光女学院開校。4
山口-三田尻間に乗合自動車の営業開始。
11

実業教育費国庫補助法改正。3

1915年
（大正4）

「山口県山口師範学校」に「農業教員養成所」
を附設。4

萩-山口間に乗合自動車の運転開始。10
日本第一次世界大戦に参戦（～1918）
パナマ運河開通。

1916年
（大正5）

「山口高等商業学校」に「支那貿易講習科」設
置。4

県庁舎本館・県会議事堂新築・落成式。11

1917年
（大正6）

「山口高等商業学校東亜経済研究会」発足。
2
機関誌「東亜経済研究」創刊。5

私立防長教育博物館を大典記念山口県立
教育博物館に。4

ロシア革命がおこる。11
イタリア、オーストリアに宣戦。

1918年
（大正7）

「支那貿易講習科」を「支那貿易科」と改称。
各地に米騒動が起こる。8
インフルエンザが流行。10

アメリカ、ドイツに宣戦。
スペイン風邪大流行（翌年にかけ全国
の死者15万人）。10
「大学令」「高等学校令」公布。12

1919年
（大正8）

「官立山口高等学校」を創設。4
寺内正毅死す。11
県立下松工業学校創立。11

パリ講和会議。1
ベルサイユ条約調印。6
野口英世「黄熱病」の病原体を発見。

1920年
（大正9）

「山口高等学校」山口糸米に新築移転。9
「山口県山口師範学校」を「山口県師範学
校」、「山口県室積師範学校」を「山口県女子
師範学校」と改称。4
「山口県女子師範学校」に「山口県家事裁縫
科教員養成所」を併設。4
「山口県立農業学校」に「山口県農業教員養
成所」付設。6

山口県医師会設立総会の開催。3
小郡実科高等女学校の開校。4
長門耶馬渓の名を長門峡とあらためる。8
日赤山口病院開院。10
県立宇部工業学校設置。12 翌年4月開校

第1回国勢調査施行。10
「実業学校令」改正。12

1921年
（大正10）

「山口県農業教員養成所」を「山口県立実業
補習学校農業科教員養成所」と改称。4
「山口県女子師範学校」に「山口県立女子実
業補習学校教員養成所」を併置。4

徳山の海軍練炭製造所を海軍燃料廠と改
称。3
宇部市発足。11

農業学校規程改正（甲・乙種区別廃
止）。１

1922年
（大正11）

山口線津和野駅まで開通。8
県立山口高等女学校高等科新設。

ワシントン軍縮条約。2
未成年者飲酒禁止法公布。3

1923年
（大正12）

「山口県立農業学校」を「山口県立小郡農業
学校」と改称。4

郡立大津農林学校が山口県立日置農林学
校と改称。4
山口線、石見益田駅まで開通。山口線全
通。4

関東大震災。9.1

1924年
（大正13）

日立製作所笠戸工場、大型電気機関車を製
作。4

アメリカ排日移民法成立。7

1925年
（大正14）

宇部線開通（小郡-阿知須）。3
美祢線全通。4

テレビ発明。4
治安維持法公布。4
師範学校規程中改正。4

1926年
（大正15）
（昭和元）

皇太子、山口行啓。5
秋吉村滝穴を秋芳洞と改称。9

青年訓練所及び同施行規則公布。4
大正天皇崩御、昭和と改元。12.25
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山口大学前史 県域事項 国内・海外事項

1927年
（昭和2）

小郡実科高等女学校を山口県小郡高等女
学校と改称（本科）。4
宇部商業実践学校創立。4

金融恐慌。4

1928年
（昭和3）

天皇即位。11.10
ラジオ体操放送開始。11

1929年
（昭和4）

県立図書館鳥越の新館に移転。1
山口市施行。4
防長史談会発足。10

1931年
（昭和6）

国鉄バス山口-三田尻間営業を開始。5 満州事変始まる。9，18

1932年
（昭和7）

萩町を廃し、萩市を設置。7 5・15事件、犬養首相暗殺。5

1933年
（昭和8）

「山口高等商業学校東亜経済研究所」発足。
4

山陰本線全通。2
下関唐戸中央市場の開場。5
嘉村磯多死す。11

国際連盟脱退。3
三陸地方大地震。3
ヒトラー内閣成立（ドイツ）
皇太子誕生。12.23

1934年
（昭和9）

岩徳線欽明路トンネルの開通。1 室戸台風（死者２５００人）。9

1935年
（昭和10）

「山口県立実業補習学校農業科教員養成所」
を「山口県立青年学校教員養成所」と改称。4
「山口県立女子実業補習学校教員養成所」を
「山口県立女子青年学校教員養成所」と改
称。4

県立田布施農業学校開校。4
徳山町を廃し、徳山市を設置。10

青年学校令・青年学校教員養成所令
公布。4
湯川秀樹「中性子理論」を発表。

1936年
（昭和11）

県立室積高等女学校創立。
防府市設置。8
田島直人、ベルリンオリンピックで三段跳び
世界新で優勝。8
大洋捕鯨会社設立。

2・26事件起こる。2
国会議事堂完成。11

1937年
（昭和12）

中原中也死す。10
日中戦争（日華事変）が始まる。7
南京大虐殺事件。

1938年
（昭和13）

鴻城中学校小郡に移転。4 国家総動員法公布。4

1939年
（昭和14）

「官立宇部高等工業学校」設置。5
「山口県立小郡農業学校」に第二部獣医科の
設置。4
「山口県立女子青年学校教員養成所」防府に
移転。10

山口市に天然痘が流行。1-3
関門国道本トンネル起工。5
下松市設置。11
岩国海軍航空隊をおく。12

青年学校令改正。4

1940年
（昭和15）

「官立宇部高等工業学校」常盤台新校舎に移
転。4

岩国市設置。4
小野田市設置。11

日独伊三国軍事同盟が結ばれる。
政党解散大政翼賛会。10

1941年
（昭和16）

「山口県立青年学校教員養成所」防府市に移
転、女子部と併合。4

満州開拓団600人の壮行式をおこなう。3
山口県立女子専門学校を宮野に創立。4
関門トンネル下り本線開通。7

日ソ中立条約の提携。
東条英機（陸軍）内閣組織。
日本軍ハワイ真珠湾を攻撃。12.8
太平洋戦争が始まる。

1942年
（昭和17）

１県１紙の事業令により「防長新聞」「関門日
日新聞」を合同し「関門日報」の発行。2.1
宇部興産株式会社を設立。3

ミッドウェー海戦で大敗。

1943年
（昭和18）

「山口師範学校」官立となる。4 山口市バス営業を始める。3
師範教育令改正。3
学徒出陣が始まる。6

1944年
（昭和19）
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「県立山口高等獣医学校」を小郡に設置。1
「官立宇部高等工業学校」を「官立宇部工業
専門学校」と改称。4
「県立医学専門学校」を設立。4
「官立山口青年師範学校」の創設（防府市）。
2
「山口高等商業学校」を「山口経済専門学校」
と改称。4

山口亀山公園の旧藩主銅像を供出。2
山口銀行設立。3
関門トンネル上り本線開通。複数化。9
米軍機の来襲あいつぎ、男女専門学校生
徒・中等学校生徒の勤労動員体制が強化さ
れる。
山口市と小郡町合併。4

サイパン島で日本軍全滅。7
学童の集団疎開が始まる。
B29東京初空襲。11.24

1945年
（昭和20）

「県立山口高等獣医学校」を「山口獣医畜産
専門学校」と改称。3

空襲激化、燈火管制が強化。1
「関門日報」を「防長新聞」と改称。5
山口軍政部発足。9
協和産業・大洋漁業など産業界の操業開
始。

米軍が沖縄に上陸。
東京大空襲。3
米軍が広島・長崎に原爆投下。8
ソ連が日本に宣戦、満州に侵入。
ポツダム宣言を受諾、無条件降伏。
右側通行を実施。11

1946年
（昭和21）

河上肇死す。1
山口県庁機構改革。2

預金封鎖と新円切り替え。2
戦後初のメーデー。5.1
日本国憲法公布。（1947年5月施行）

1947年
（昭和22）

県下最初の婦人警官25名の誕生。2
新制中学校229校いっせいに開校する。5

国民学校を小学校と改称（6.3制）。4.1
第１回参議院選挙。4
新憲法発布。5.3

1948年
（昭和23）

国家地方警察・自治体警察発足。3

1949年
（昭和24）
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山口高等学校・山口師範学校・山口青年師範学校・山口経済専門学校・宇部工業専門学校・山口獣医畜産専門学校を包括し
て山口大学文理・教育・経済・工・農の5学部を設置。5
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・ 光被 ： 山口師範学校卒業 50 周年記念誌（昭和 4 年 3 月） / 山口師範学校昭四会 1978  

・ 山口縣室積師範学校生徒心得一班 / 山口縣室師積範学校 1917 



旧山高生 湯田温泉にて （昭和 15 年頃） 

旧山高生 グラウンドにて （昭和 15 年頃） 

旧山高生 （昭和 15 年頃） 



山口師範学校女子部の学生 （大正 5 年頃） 

山口高商の学生 亀山の石段にて （昭和 16 年） 




